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　本書の記載事項で特に示すもののほか、火災救急統計等は暦年として予算関係事項

については会計年度により集録しましたが、これによらないものについては、必要に

　　　平成２８年４月

は  し  が  き

　この年報は、本市消防行政を広く一般に紹介するとともに、消防組織の運営と合理

等を収録編さんいたしました。

化を図るため今後の参考の資料として市消防現勢及び消防業務の内容、火災救急統計

応じ表右上に、年、月、日を示しました。
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人 口・ 世帯

面 積

平 均 気 温

降 雨 量

予 算 消 防 予 算

署 所 数

消 防 課

警 防 課

消 防 署

職 員 数

分 団 数

団 員 数

水 利 水 利 数

避 難 所

倉 庫

危 険 個 所

災 害 件 数

死 傷 者

火 災 件 数

死 傷 者

損 害 額

出 場 件 数

搬 送 件 数

出 場 件 数

救 助 人 員

防 火対 象物

防 火ク ラブ

危 険物 施設

安 全 協 会

１，７８５（件）

１，６９２（件）

１１（名）

製造所　０(ケ所)　貯蔵所　１１２(ケ所)　取扱所　６３(ケ所)

婦人防火クラブ　２（クラブ）　７５（名）

幼年消防クラブ　１１（クラブ）６００（名）

少年消防クラブ　２（クラブ）　１１４（名）

組 織

ポンプ車　２　水槽付消防ポンプ車　１　救急車　２（台）

主　要　項　目　一　覧　表

市 勢

２２ケ分団

小松島市消防本部（Ｈ27.1.1～12.31 又はＨ28.4.1現在）

４５．３（㎢）

３９，３５８（人）　　１７，１６２（世帯）

気 象
年間１６．９（℃）（１，２月　６．７（℃）　７，８月　２７．０（℃））

年間降雨量　２，４１９（㎜）

定員４１（人）　　実員３９（人）

車 両 数

救助資器材搭載車　１（台）

はしご車　１　救助工作車　１　化学車　１　その他車両　５（台）

消防団　消防ポンプ自動車 １２　水槽付可搬ポンプ付積載車　５（台）

分 団 地 区消 防 団

予 防

防 災

災 害

危 険 物

救 助

火 災

救 急

小型動力ポンプ付積載車　４　小型動力ポンプ積載車　１（台）

装 備

消火栓（打込含）９３１（基）　防火水槽等　１３２（基）

１，１７４（ケ所）

１９（件）

５４（事業所）

急傾斜地崩壊危険箇所　１４６（ケ所）

自然災害　２（件）　（人的災害のあったもの）　

水防用倉庫　８（棟）

消 防ク ラブ

２１，５４９（千円）

死者　１（名）　負傷者　０（名）

火災　１５（件）（うち建物火災　５件）

死者　０（名）　負傷者　０（名）　要救助者　１８（名）

４６３，７５１（千円）

消防本部　１　消防課　１　警防課　１　消防署　１　出張所等　０

総務　予防

調査　警防　救急救助

建物　６０(ケ所)　広域避難場所　６(ケ所)　緊急一時避難場所　４４(ケ所)

川南、前原、芝生、金磯、田浦、田野、中郷、中田・江田

日開野、新居見、川北、横須、立江、櫛渕、赤石、大林

苅屋、和田島東、田北、目佐・大場、坂野、和田島西

定員４４３（人）　　実員　４１５（人）

警防





明治　元年１０月 江田村（現江田町）において有志の寄付により竜吐水１基購入魁組と称して火

災の警防に従事したのに始まる。

その後各地域で消防組が設置され幾多の経過をたどり町村制実施後明治２４年

に至り小松島村においては警防条例が制定され次の通り改称された。

小 松 島 警 防 警 防 第 １ 番 組

前　原　警　防 警 防 第 ２ 番 組

日 開 野 警 防 警 防 第 ３ 番 組

田　浦　警　防 警 防 第 ４ 番 組

芝　生　警　防 警 防 第 ５ 番 組

田　野　警　防 警 防 第 ６ 番 組

魁　　　警　防 警 防 第 ７ 番 組

金 磯 新田警防 警 防 第 ８ 番 組

新 居 見 警 防 警 防 第 ９ 番 組

横　須　警　防 警 防 第 10 番 組

従来の１０組を合し小松島町消防組と組織を変更した。

遼海丸火災消火の功により日本消防協会より金馬簾を授与さる。

編成した。

警防団を廃し消防団を編成した。

─１─

昭和７年ごろより横須地区に公設していた水上分団を小松島町警防第１３分団

として編入した。

警防団令の公付により消防業務の外防空救護の業務を附加し町内を１２分団に

昭和２１年　２月

昭和１４年　４月

昭和２２年　９月

１　　小 松 島 市 消 防 の 沿 革

＜旧＞ ＜新＞

昭和　３年　９月

大正１１年１１月



昭和２２年　９月　７日 庄野祐吉氏初代消防団長となる。

昭和２３年　１月　５日 ４輪消防ポンプ自動車を町常備消防部に備える。

昭和２３年　７月２４日 小松島町消防署設置（定員１２名）される。

昭和２３年　９月　７日 消防庁舎完成する。（小松島町字東出口３番地）

昭和２４年１０月　１日 次長　藤田今蔵氏署長事務代行となる。

昭和２５年　３月　７日 小松島町消防団に対し日本消防協会より表彰旗授与される。

昭和２６年　６月　１日 隣接町村立江町合併　小松島市制施行　初代市長　西岡喜平　消防長兼務

立江町消防団を小松島市消防団に編入する。

昭和２６年　９月２２日 海野政雄氏　２代消防団長となる。

昭和２７年　４月２３日 元小松島警察署長　楠川辰雄氏　初代消防長兼消防署長となる。

昭和２７年　６月１０日 小松島警察署と警察消防相互応援協定締結する。

昭和２７年１０月２５日 伴　弘氏　３代消防団長となる。

昭和２８年　４月　１日 署庁舎の階上に消防本部事務室を増築設置なる。

昭和２８年１０月１５日 徳島市と隣接市町村消防相互応援協定締結する。

昭和２８年１０月２５日 第８回国民体育大会開催　天皇皇后両陛下来市警備に当たる。

昭和３０年　１月２５日 朔　哲雄氏　４代消防団長となる。

昭和３１年　９月３０日 隣接町村坂野町合併　坂野町消防団を小松島市消防団に編入する。

昭和３３年　１月２６日 南海丸遭難事故発生する。

消防本部は事故発生と同時に対策本部を岸壁に設置し４月３日遺体捜索打切り

まで６０余日献身的奉仕に務めた。

県知事並びに市長より感謝状を受ける。

昭和３３年　７月２５日 旧第１７分団（田北地区）

旧第２１分団（田北地区）

浜　誠一郎氏　５代消防団長となる。

羽の浦町,那賀川町と隣接市町村消防相互応援協定締結なる。

4輪消防ポンプ自動車購入する。

―2―

昭和３９年　６月１６日 西岡　彬氏　２代消防長兼消防署長となる。

昭和３７年　４月１０日

昭和３８年　９月　９日

昭和３８年　２月１８日 小林甚四郎氏　６代消防団長となる。

｝

防災会議条例制定

昭和３８年１０月１２日

消防審議会委員任命　諮問第１号

防災会議委員任命昭和３８年　１月１６日

消防審議会条例制定

水防協議会条例制定 　水防計画制定

｝ 合併第２１分団として新編成発足する。　

昭和３３年１０月１３日

昭和３７年１２月２８日

旧第２４分団（坂野町赤石地区）

昭和３４年　１月２６日

昭和３４年　２月　１日

２　　自治体消防発足後の小松島市消防の沿革

昭和３７年　４月　１日

旧第１６分団（立江町赤石地区）
合併第１６分団として新編成発足する。　

消防,水防業務統合する。

市土木課に所属していた水防業務を消防本部に統合する。



小林甚四郎氏(前団長)　黄綬褒章授与される。

救急業務開始する。

昭和５１年　５月　１日 小松島市消防史完成（1,OOO部）配布する。

昭和５１年　５月　８日 岡　一嘉氏(元副団長）勲六等単光旭日章受章なる。

─3─

昭和５０年　５月２０日 江田特設分団東西統合なる。

昭和５０年　７月２５日 井内直行氏　４代消防長となる。

昭和５１年　３月３１日 徳島県広域消防相互応援協定締結なる。

昭和４９年　８月１０日 消防職員5名増員され実員36名となる。

昭和５０年　３月２８日 屈折梯子付消防ポンプ車「まごころ」号市民有志寄付により購入する。

昭和４９年１２月１８日 田浦特設分団を廃止し、第５分団と統合する。

昭和４９年　３月１３日 市内高層建築物の増加に伴う特殊火災に対処するため消防施設強化のため小松

島市消防施設整備協力会が発足する。

昭和４９年　７月　１日 消防広報車日本自転車振興会より寄贈される。

昭和４７年　５月３０日 4輸消防ポンプ自動車損害保険協会より寄贈される。

昭和４８年　７月１０日 まとい会発会なる。

昭和４８年　７月１０日 藤井　守氏　３代消防長となる。

昭和４５年１０月２０日 消防職員4名増員により31名となる。

昭和４６年　３月　４日 消防本部,消防団,消防庁長官より表彰旗受章なる。

昭和４６年１１月２５日 ひさご婦人消防クラフ結成なる。

昭和４４年１２月２４日 消防用VHF無線機設置免許　基地局１、移動局１設置する。

昭和４５年　１月　１日

昭和４５年　６月１９日 消防用無線機SSBよりVHF無線機に切替え完了する。

昭和４４年１１月　１日 小松島海上保安部長と「船舶火災に関する業務協定」締結なる。

昭和４４年１２月　３日 救急隊要員7名新規採用,県消防学校において救急専科教育受講す。

昭和４４年１２月　５日 水そう付消防ポンプ自動車講入する。

昭和４４年　８月２０日 救急車日本消防協会より寄贈される。

昭和４３年　３月１２日 田浦第1,第2,特設分団合併統合なる。

田浦特設分団として新編成発足なる。

昭和４３年１２月２６日 市庁舎（消防庁舎を含む）落成式を行う。

昭和４４年　７月１４日 救急業務開始に伴う職員に対し県消防学校において救急専科教育受講す。

昭和３９年１１月２１日

昭和３９年１０月１６日 防災計画制定

消防本部に指揮車配備する。

昭和４３年　４月　１日 消防団員等公務災害補償等共済基金加入する。

昭和４３年　３月　７日 自治体消防発足20周年記念式典において、

消防団に対し国家消防庁官より竿頭授を授与される。

昭和４３年　３月３１日 県消防補償等組合脱退する。

合併　第８分団として新編成発足する。

昭和３９年１２月　６日

｝
昭和４１年　５月　４日 旧第　８分団（江田地区）

旧第１０分団（中田地区）

昭和４１年　３月　３日

消防用SSB無線機設置免許を受ける。(基地局１　移動局１）

昭和４０年　３月１２日 消防審議会答申



小松島市危険物安全協会結成なる。

小林甚四郎氏(団長） 県消防協会長に就任なる。

なる。

いて徳島県と市町との間に協定を締結する。

昭和５５年　３月　３日 市少年,婦人防火委員会結成なる。

昭和５５年　３月１５日　 和田島地区婦人防火クラブ、坂野少年消防クラブ、小松島少年消防クラブ結成

小林甚四郎氏(団長）勲四等旭日小綬章受章なる。

救急車日本消防協会より寄贈なる。

ひさご婦人消防クラブ日本消防協会より小型動力ホンプ寄贈される。

消防団出動体制の合理化により5班編成を実施,併せてトーキー音源装置(火

平瀬　基氏　７代消防団長となる。

昭和５５年　５月１５日

昭和５５年　８月２７日

昭和５６年　１月２７日

昭和５６年　５月２０日

昭和５７年　４月　１日

昭和５４年　９月　１日 徳島,小松島飛行場周辺における,航空事故に伴う災害時の連絡調整体制につ

昭和５４年　４月２９日 佐々木源吉氏（元副団長）　勲六等瑞宝章受章なる。

昭和５４年　６月１６日 救急車購入する。

昭和５４年　８月　１日

昭和５３年１０月１３日 防衛施設庁より基地周辺整備補助を得て化学消防自動車購入する。

昭和５４年　３月３１日 田野特設分団を廃止し6分団に統合する。

新居邦一氏　６代消防長（心得）となる。

茨木　茂氏　７代消防長となる。

昭和５７年　４月　１日

昭和５７年　４月２０日

災問合わせ20回線）設置する。

火災専用電話録音装置を設置する。

昭和５８年　９月２６日 4輪消防ポンプ自動車損保協会より寄贈される。

昭和５８年１０月　１日 出動規制の見直しにより,２班編成実施する。

昭和５８年　２月２５日

昭和５８年　４月１１日 楠川辰雄氏(元消防長）　勲五等瑞宝章従五位受章なる。

昭和５８年　８月１０日 消防団に防災車両が日本消防協会より寄贈される。

水そう付消防ポンプ自動車更新購入する。

昭和５９年１２月１８日 松宮正昭氏　８代消防団長となる。

昭和５９年１２月２１日 団条例一部改正により副団長の定員4名を2名とする。

昭和５９年　２月　８日 消防団に対し日本消防協会長より竿頭授を授与される。

昭和５９年　８月２３日　　 緊急給水用濾水器を日本消防協会より寄贈される。

防火広報車,日本防火協会より寄贈される。

昭和６２年　４月　１日 徳島市大原町小神子地区と救急業務応援協定締結する。

昭和６０年　５月２８日 徳島県危険物安全協会連合会結成なり加入する。

昭和６１年　２月　１日 幼年消防クラブ結成(市内保育所)なる。

昭和５２年　３月　８日
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昭和５２年１２月　１日

昭和５３年　４月２７日

矢野政一氏　５代消防長となる。

平成　元年　４月　１日 赤岩　勇氏　８代消防長となる。

昭和６３年１０月２５日 小松島市消防40年のあゆみ発刊なる。

平成　元年　３月２３日 はしご付消防ポンプ自動車更新購入する。

昭和６２年１２月　１日　 幼年消防クラブ結成（市内5幼稚園）なる。

昭和６３年　８月　９日 救急車日本消防協会より寄贈される。

昭和６１年１１月２１日



する。

を締結する。

た。

平成　２年　４月　１日

平成　３年　４月　１日

平成　３年１２月　１日 伊丹幸雄氏　１１代消防長となる。

川西福男氏　１２代消防長となる。

松冨健次氏　９代消防団長となる。

平成　５年　４月　１日

救急車自動車損保協会より寄贈される。

平成　４年　４月　１日

川西福男氏　１０代消防長となる。
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平成　４年　４月　１日 出動規制の見直しにより,団の4班編成を実施する。

平成　４年　７月　１日 日勤者について土曜日を閉庁とし、隔日勤務者の勤務時間を週平均40時間と

平成　５年１２月２７日

平成　９年　３月１５日

平成　９年　５月１５日 川田道夫氏(団長）徳島県消防協会副会長就任なる。

平成　５年　８月　９日

平成　８年　２月２９日 水そう付消防ポンプ自動車購入する。

軽４輪トラック購入する。

平成　７年　１月１７日

平成　７年　３月　６日 川田道夫氏　１０代消防団長となる。

4輸消防ポンプ自動車(CD-1）損保協会より寄贈される。

平成　８年　３月２７日 指令車日本消防協会より寄贈される。

平成　８年１０月　１日

救助工作車購入する。

１月１７日午前５時４６分兵庫県を中心に兵庫県南部地震が発生し、震災消防

小松島市と徳島市・鳴門市・阿南市との間において災害相互応援に関する協定

平成　７年　４月　１日 堂本光雄氏　１４代消防長となる。

応援派遣隊として本市消防本部は消防職員延6名を派遣する。

平成　２年　１月　１日

平成　元年１２月　１日 江田特設分団廃止なる。

消防長を消防監に昇格する。

田原利晴氏　１３代消防長となる。

平成　４年１２月１８日

平成　２年　１月　１日 消防署に救急係を置く。

平成　２年　３月３１日 サイレン等吹鳴装置設置する。周波数153.87MHZ四国電気通信監理局より

交付なる。　（親局１・子局２６ｶ所）

平成　３年　７月　１日

４６時間とする。

平成　４年　３月２７日

日勤者について第2第4土曜日を閉庁とし,隔日勤務者の勤務時間を週平均

佐藤　巌氏　９代消防長となる。　

平成　９年　４月２４日 救急救命士国家試験1名合格する。

平成１２年　４月　１日 坂東　昇氏　１６代消防長となる。

平成１０年　４月　１日 徳島県市町村消防相互応援協定を締結する。

徳島県消防防災ヘリコプター応援協定を締結する。

平成１１年　４月　１日 津川昇一氏　１５代消防長となる。

平成１０年　３月　７日 小松島市消防団に対し日本消防協会長より表彰旗授与される。

平成１０年　１月２８日

平成　９年１０月　１日 小松島市と徳島市外との間において管轄外通報の転送等に関する協定を締結し

徳島県消防防災航空隊発足により、徳島県消防防災ヘリコプター搭乗派遣職員

に関する協定を締結し、職員1名を徳島県へ派遣する。



吉田　茂氏　１１代消防団長となる。

平成１６年１０月１８日に発生した台風２３号による豪雨災害活動に際し、

吉田　茂氏（団長）消防庁長官表彰永年勤続功労章受章なる。

本部は、緊急消防援助隊として消防職員５名を派遣する。

CD-1型消防ポンプ自動車購入する。

平成２３年　３月　９日 防災活動車が財団法人日本消防協会より交付される。

３月１１日午後２時４６分三陸沖を中心に東北地方太平洋沖地震が発生し、本市消防平成２３年　３月１１日

平成２２年　７月２８日

平成１９年　３月　４日

平成１９年　３月　７日 和田島婦人防火クラブ　（財）日本防火協会より自治体消防60周年記念表彰受賞なる。

平成２１年　６月２６日

平成１５年　６月　１日

平成１６年　２月１９日 防衛施設庁より基地周辺整備補助を得て化学消防自動車更新する。

平成１７年　３月　５日

荒木敏雄氏　１２代消防団長となる。

井内章介氏　２０代消防長となる。

小松島市消防本部の南側に消防団本部詰所を併設する。

平成１９年　２月　１日

社会福祉法人和田島福祉会かもめ保育園　小松島市消防団協力事業所表示制度

平成２０年　８月　１日

荒木敏雄氏（団長）消防庁長官表彰永年勤続功労章受章なる。

小松島市消防団に対し消防庁長官より褒状が授与される。

平成１５年　４月　１日

平成１５年　３月　６日　 藤枝悦郎氏(副団長)消防庁長宮表彰永年勤続功労章受章なる。

平成１７年　２月２５日

土橋秀行氏　１８代消防長となる。

笹松敏重氏　１９代消防長となる。平成１６年　４月　１日

平成１９年１２月２０日 川田道夫氏（１０代消防団長）　瑞宝単光章受章なる。

消防長の階級を司令長とする。

平成１８年　４月　１日

平成１２年　４月２９日 松冨健次氏(9代消防団長）　勲六等単光旭日章受章なる。　

川田道夫氏(団長）徳島県消防協会会長に就任なる。平成１２年　５月２２日　

石原　勉氏　１７代消防長となる。

平成１２年　５月３０日 川田道夫氏（団長)（財)日本消防協会副会長に就任なる。

平成１２年１１月１４日 高規格救急自動車購入する。

平成１３年１０月１８日 第１５回全国女性消防操法大会に和田島女性消防隊が出場する。

平成１３年　４月　１日

平成１７年　５月　１日

平成１８年１０月２９日

平成１８年　３月　１日

女性消防団員８名入団なる。

防衛施設庁より基地周辺整備補助を得て高規格救急車更新する。

窪田頼明氏（副団長）消防庁長官表彰永年勤続功労章受章なる。

消防団等地域活動表彰受賞なる。

木下崇廣氏　２１代消防長となる。

大和忠広氏　２２代消防長となる。

軽４輪トラック更新する。

消防本部に消防課を置き、消防署の組織改正をする。
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平成１７年　４月　１日 勤務体制が２交替制から３交替制へ移行となる。

平成２２年　２月２５日 社会福祉法人和田島福祉会かもめ保育園　総務省消防庁消防団協力事業所認定なる。

平成２２年　３月　５日

消防署の組織を改正し３係制となる。

平成２０年　４月１７日 第1分団詰所　落成式を行う。

平成２０年　６月　１日

認定事業所第1号となる。

平成２２年　４月　１日

小松島市自主防災連合会結成なる。

平成２０年　４月　１日



新車庫及び市役所庁舎耐震化工事完了する。

平成２３年　１０月１９日 第２０回全国女性消防操法大会に小松島市女性消防団が出場する。　

近畿府県合同防災訓練、緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練　小松島市にて、平成２３年　１０月２９日　

市職員定数条例改正により、消防職員定数を５名増員し４１名となる。

平成２６年　　　　２８日 水難救助用ボート一式購入する。

平成２５年　　９月２０日 資機材搬送用トラック購入する。

　　　　　　　　　３０日 ２日間に渡り開催される。

平成２４年　　４月　１日 消防本部及び消防署の組織を改正し係制から担当制となる。

平成２６年　　３月１９日

第２分団詰所　落成なる。

窪田賴明氏　１３代消防団長となる。

平成２７年　　２月１９日

高規格救急自動車更新する。

小松島市消防団OB会発足する。

平成２７年　　４月　１日

と締結する。

平成２５年　　３月　１日

平成２７年　　９月　９日

平成２８年　　３月　２日

平成２７年　　３月３１日 防衛省より施設周辺整備助成補助を得て水槽付消防ポンプ自動車更新する。

水難救助隊発足し、運用開始する。

平成２７年　　１月１９日 水難事故における応援協力に関する協定を小松島漁業協同組合及び和田島漁業協同組合

平成２６年　　１月１９日 サイレン等吹鳴装置廃止し、防災行政無線運用開始する。
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消防本部の組織を改正し、消防課、警防課２課体制となる。

平成２６年　１１月　６日 豊徳㈱　小松島市消防団協力事業所表示制度認定となる。

消防救急デジタル無線共通波運用開始する。平成２６年　１２月２７日

平成２７年　１１月１３日

平成２７年　１１月　３日

水防防災活動車購入する。

荒木敏雄氏(１２代消防団長)瑞宝単光章受章なる。

消防救急デジタル無線活動波整備完了し、運用開始する。

森新次郎氏(副団長)消防庁長官表彰永年勤続功労章受章なる。

森本政次氏(分団長)消防庁長官表彰永年勤続功労章受章なる。

西本和好氏　２３代消防長となる。平成２８年　　４月　１日

平成２８年　　３月　９日



　徳島県東部の小松島市は,紀伊水道に面した国際港湾都市で,古くから海陸交通の要衝地,四国東部の

海の玄関口として栄えてきた。四国・阪神間が,本四架橋,高速道路網で結ばれ,旅客,フェリー航路は

廃止された現在においても,木材等を中心に国内はもとより,海外との輸出入も活発に行われている。

　地勢は,北に日峰山,西に四国山系裾野の低い丘陵がまちを囲むように連なり,南は,那賀川流域平野

へと開けている。また阿波の清流勝浦川が北西部を掠め,神田瀬川,芝生川が小松島平野を,立江川,太

　気候は,南国特有の温暖多雨であり,冬は一,二度の積雪を見る程度であり,夏秋には台風の来襲を幾

度か受ける。特産物としては,ちりめん(いわしの稚魚の加工品),わかめ,竹輪,筍,椎茸,みかん,水稲な

市の木 市の花

　ヤマモモ科の常緑高木、やせた土質で 　ミズキ科の落葉小高木で、春には白、または

も無肥料、無農薬でも育てられる。 たはピンクの花を咲かせ、秋には深紅色に紅葉

　初夏には真紅の実を熟し、甘ずっぱい する。小松島青年会議所が日米友好の象徴とし

味覚で市民に親しまれており、古くから て、市内の公園や街路などに数多く植樹され、

本市が県下有数の生産地である。 春には市民の日を楽しませてくれる。

３　小 松 島 の 市 勢 及 び 位 置

安全・安心・信頼の　こまつしま

田川が坂野平野を形成している。

ど自然の恩恵を受けた物が多い。

クを入れ込んである。

(昭和63.2.15制定） (昭和63.2.15制定）

消防本部のシンボル

　小松島市の市章（小松島の

頭文字の「小」を錨で囲んだ

だもの）の中央に消防のマー

面積及び人口・世帯数（平成28年4月1日現在）
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面　　積 人　　口 世　帯　数

４５．３ｋ㎡ ３９，３５８人 １７，１６２戸
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（

芝
生
）

分
団
（

金
磯
）

分
団
（

田
浦
）

分
団
（

田
野
）

分
団
（

中
郷
）

分
団
（

川
南
）

分
団
（

前
原
）

警

防

１　小 松 島 市 消 防 の 組 織

市  長

消防団本部
消 防 団 長

消 防 本 部
消 防 長
消 防 次 長 消防副団長

女性消防団員

総

務

予

防

第

一

中

隊

第

二

中

隊

第

三

中

隊

消 防 署 長 消 防 課 長 警 防 課 長

主 幹
副 署 長 通信指令室長

課 長 補 佐

消防本部・団本部

消 防 署

消 防 分 団

分 団 境 界 線

班 境 界 線

市 町 村 境 界 線

Ｎ

８分団

２分団
７分団

５分団
１１分団

９分団

１分団

１２分団

６分団

３分団

１３分団

２３分団

４分団

１６分団

１８分団

２１分団

１４分団

１９分団

２２分団

２０分団

２５分団

１５分団

２３分団



年　代

自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至
自
至

３　歴　代　消　防　長　名

在　職　期　間 氏　　　　名

初　　　代
昭和２７.　４.２３

楠　川　辰　雄
昭和３９.　６.１５

四　　　代
昭和５０.　７.２５

井　内　直　行
昭和５２.１２.  １

三　　　代
昭和４８.　７.１０

藤　井　　　守
昭和５０.　７.２４

二　　　代
昭和３９.　６.１６

西　岡　　　彬
昭和４８.　７.　９

七　　　代
昭和５７.　４.　１

茨　木　　　茂
平成　元.　３.３１

六　　　代
昭和５４.　８.　１

新　居　邦　一
昭和５７.　３.３１

五　　　代
昭和５２.１２.  １

矢　野　政　一
昭和５４.　７.３１

十　　　代
平成　３.　７.　１

川　西　福　男
平成　３.１１.３０

九　　　代
平成　３.　４.　１

佐　藤　　　巌
平成　３.　６.３０

八　　　代
平成　元.　４.　１

赤　岩　　　勇
平成　３.　３.３１

十　三　代
平成　５.　４.　１

田　原　利　晴
平成　７.　３.３１

十　二　代
平成　４.　４.　１

川　西　福　男
平成　５.　３.３１

十　一　代
平成　３.１２.　１

伊　丹　幸　雄
平成　４.　３.３１

十　六　代
平成１２.　４.　１

坂　東　　　昇
平成１３.　３.３１

十　五　代
平成１１.　４.　１

津　川　昇　一
平成１２.　３.３１

十　四　代
平成　７.　４.　１

堂　本　光　雄
平成１１.　３.３１

十　九　代
平成１６.　４.　１

笹　松　敏　重
平成１８.　３.３１

十　八　代
平成１５.　４.　１

土　橋　秀　行
平成１６.　３.３１

十　七　代
平成１３.　４.　１

石　原　　　勉
平成１５.　３.３１

二 十 二　代
平成２２.　４.　１

大　和　忠　広
平成２８.　３.３１

二 十 一　代

平成２０.  ４． １

木　下　崇　廣
平成２２.　３.３１

二　十　代

平成１８.　４.　１

井　内　章　介
平成２０.　３.３１
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二 十 三　代
平成２８.　４.　１

西　本　和　好
現              在



（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１３）

（１４）

（１５）

（１６）

（１７）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

火災の予防指導，取締，立入検査等に関する事項

情報開示及び個人情報開示に関すること。

防火対象物の強制執行に関する事項

危険物の許可，届出，検査に関する事項

林野火入許可に関する事項

危険物の査察に関する事項

不法建築物の指導取締に関する事項

仮設興業場に関する事項

建築物の同意に関する事項

（警　防　課）

火災原因及び損害調査並びに報告に関する事項

水防災害時の応急対策に関する事項

火災統計に関する事項

救急救助に関する事項

消防通信，指令に関する事項

４　消防本部及び署の分掌事務
 消　防　本　部

人事及び組織に関する事項

文書の収発に関する事項

消防予算経理に関する事項

職員の教養訓練及び服務に関する事項

職員の厚生福祉に関する事項

公務災害補償に関する事項

（消　防　課）

消防施設の営繕物品の保管に関する事項

消防団員に関する事項
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危険物及び危険物施設の指導取締に関すること。

消防広報に関すること。

防災計画の樹立に関する事項

地水利の調査保全に関する事項

警防計画に関する事項

消防車両及び資機材等の整備計画に関する事項

消防車両の安全運転管理に関する事項

緊急消防援隊に関する事項

火災予防の指導取締に関すること。

消防通信に関すること。

火災警報に関すること。

警報の発令解除等消防気象に関する事項

火災原因及び損害調査並びに報告に関すること。

（消　防　署）



（７）

（８）

（９）

（１０） 小松島市火災予防条例（昭和３７年小松島市条例第１０号。以下「条例」という。）第２４

条に定める空地及び空家の管理についての調査及び指導に関すること。

（１１） 条例第４５条に規定する届出の受理及び調査に関すること。

（１２） 火災の警戒及び防ぎょに関すること。

（１３） 消防計画，訓練及び消防技術の研究指導に関すること。

（１４） 地水利の調査保全に関すること。

（１５） 消防団及び諸団体の消防訓練指導に関すること。

（１６） 防災計画に関すること。

（１７） 水害時の応急対策に関すること。

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

こと。

仮設興行場に関すること。

建築物の指導取締に関すること。

舟，車，船きよ又は，ふ頭に繋留された船舶及び附属建築物の火災予防，指導取締に関する

水防倉庫の管理補修に関すること。

防潮壁門扉の開閉に関すること。

救急救助広報に関すること。

救急医療機関との連絡に関すること。

救急救助統計に関すること。

救急救助技術の訓練指導に関すること。

救急救助資器材の整備保全及び改善研究に関すること。

応急措置の普及及び指導に関すること。

機関員の教育及び安全運転に関すること。

消防燃料に関すること。

救急救助活動に関すること。

消防機械器具等の整備保全及び改善研究に関すること。
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消防団の機械器具の整備補修及びその計画に関すること。



(平成２８年４月１日現在）

消防本部 1 消防団本部 1

消防署 1 消防分団 22

定員 41人 定員 443人

実員 39人 実員 415人

実 員 1 5 7 8 4 14 39

消 防 本 部 1 1 2

消 防 課 (1) 1 1 2 5 9

警 防 課 2 1 3

消 防 署 2(1) 5 7 2(1) 9(2) 25
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消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

階級別

区分

※（）内は兼務　

救助資器材搭載車 1

消　　　防　　　職　　　員
累
　
　
　
計

そ

の

他

合　計 13 23

(平成２８年４月１日現在）

人　員

６　消防職員の実員配置状況

消
防
車
両
等

はしご付消防ポンプ自動車 1

防災車 2

中型トラック 1

防災活動車 1

救助工作車 1

救急車 2

指令車 1

小型動力ポンプ付積載車 4

小型動力ポンプ積載車 1

５ 　現  有  消  防  力

区　分 常　備 非常備

署所等

化学消防自動車 1

水槽付消防ポンプ自動車 1

消防ポンプ自動車 2 12

水槽付小型動力ポンプ付積載車 5



(平成２８年４月１日現在）

 ～　４年 12 12

５年～　９年 1 4 2 7

１０年～１４年 5 5

１５年～１９年 3 2 5

２０年～２４年 4 4

２５年～２９年 3 3

３０年～３４年 1 1

３５年～　　　 1 1 2

計 1 5 7 8 4 14 39

平　　　均 36 29 20.6 12.6 7.8 2.3 12.4

(平成２８年４月１日現在）

～２４歳 6 6

２５歳～２９歳 1 7 8

３０歳～３４歳 4 2 1 7

３５歳～３９歳 3 1 4

４０歳～４４歳 5 1 6

４５歳～４９歳 2 2

５０歳～５４歳 3 3

５５歳～６０歳 1 2 3

計 1 5 7 8 4 14 39

平　　　均 58 53.2 43 35.8 30.6 24.9 36.6

７　消 防 職 員 の 勤 続 年 数

消　　　防　　　職　　　員

８　消 防 職 員 の 年 令 構 成

消　　　防　　　職　　　員階級別

階級別

計

年数

消

防

士

消

防

副

士

長

消

防

士

長

消

防

司

令

長

消

防

士

消

防

司

令

消

防

司

令

補

計

─14─

消

防

士

長

消

防

副

士

長

年齢

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補



1 1 2

1 5 6 6 4 4 26

1 1

7 7

1 1 1 2 5

2 1 3

大 型 1 1 1 1 4

普 通 1 1 2 1 5

小 型 2 1 3

２ 級 6 2 9 17

３ 級 3 3

1 1 1 3

防 火 査 察 2 1 3

消防用設備 2 1 3

危 険 物 2 2

甲 種 1 1 2

乙 ３ 1 1

乙 ４ 1 2 5 4 2 1 15

乙 ６ 1 1

甲 ４ 1 1

乙 １ 1 1

乙 ４ 2 1 3

乙 ６ 1 1 3 5

1 4 3 5 1 14

気 管 挿 管 3 3 4 1 11
心 肺 停 止 前
静 脈 路 確 保 2 5 1 8

ブ ド ウ 糖 投 与 2 5 1 8

アドレナリン投与 3 3 5 1 12

標 準 課 程 1 4 2 10 17

Ⅱ課程講習 1 2 3

1 1

1 2 4 1 1 5 14

6 8 4 8 26

1 5 7 6 1 1 21

1 5 7 8 3 1 25

3 2 1 6

1 2 1 1 5

1 1

1 1

1 2 1 4

1 1

1 1

1 1

12 42 74 88 30 50
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消 防 設 備 士

救 急 救 命 士

特 定 行 為

救 急 課 程 修 了 者

計

毒 物 劇 物 取 扱 責 任 者

玉 掛 け

小 型 船 舶 操 縦 士 １ 級

小 型 船 舶 操 縦 士 ２ 級

ア セ チ レ ン 溶 接

第 １ 種 衛 生 管 理 者

電 気 工 事 士

自 動 車 整 備 士 ３ 級

９　消防職員特殊技能資格取得者

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

累

計

(平成２８年４月１日現在）
階級

資格種別

け ん 引

ボ イ ラ ー ２ 級

特 定 化 学 物 質 作 業 主 任 者

潜 水 士

小 型 ク レ ー ン

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

自 動 二 輪

陸 上 特 殊 無 線 技 師

ア マ チ ュ ア 無 線

予 防 技 術 資 格

危 険 物 取 扱 者

中 型 自 動 車 （ ８ ｔ 限 定 ）

大 型 自 動 車 ２ 種

大 型 自 動 車

大 型 特 殊 自 動 車

普 通 自 動 車



(平成２８年４月１日現在）

1 1

1 1 1 1 1 5

1 1 2 1 1 1 7

1 2 1 1 1 2 8

1 2 1 4

1 1 1 1 5 1 2 2 14

1 1 1 1 2 3 1 3 2 8 2 2 1 2 4 1 4 39

1

2
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年度　

　区分

幹 部 研 修 科

救 急 科

1

12

応 急 手 当 指 導 員 講 習 ( Ⅰ )

救 急 救 命 士 養 成 課 程

計

22

11

3

消 防 士

救 助 科

24年

1警 防 科

１０　消防職員居住状況

芝
　
生

計
櫛
　
渕

管
　
外

中
　
郷

立
　
江

坂
　
野

小
松
島

間
新
田

田
　
野

和
田
島

階級

地区 新
居
見

1

消 防 司 令

日
開
野

田
　
浦

江
　
田

中
　
田

横
　
須

金
　
磯

消防司令長

23年

計

１１　消防職員研修状況

25年 26年 27年

1

1

消 防 士 長

消防副士長

消防司令補

2

消
防
大
学
校

県
　
　
消
　
　
防
　
　
学
　
　
校

火 災 調 査 科

救 急 科

初 級 幹 部 科

1

1

機 関 科

7 15

水 難 救 助 課 程

1

特 殊 災 害 科

1

10

初 任 科

警 防 科

1

3

2

1

1

10

1

1

1

1 2

ビ デ オ 硬 性 挿 管 用 喉 頭 鏡 講 習

1

救 助 科

2

実 務 講 習 等

上 級 幹 部 科

1

1

1

1

1

予 防 査 察 科

3

5

1

８分２分 ７ １２１５分 11 ９ １３６分 ４分 １６ ２５２ ２３２１新居見 １８ ２２１４１５ 消防本 消  消 防 分 団 斑 境 市町村境８分２分 ７ １２１５分 11 ９ １３６分 ４分 １６ ２５２ ２３２１新居見 １８ ２２１４１５ 消防本 消  消 防 分 団 斑 境 市町村境８分２分 ７ １２１５分 11 ９ １３６分 ４分 １６ ２５２ ２３２１新居見 １８ ２２１４１５ 消防本 消  消 防 分 団 斑 境 市町村境８分２分 ７ １２１５分 11 ９ １３６分 ４分 １６ ２５２ ２３２１新居見 １８ ２２１４１５ 消防本 消  消 防 分 団 斑 境 市町村境８分２分 ７ １２１５分 11 ９ １３６分 ４分 １６ ２５２ ２３２１新居見 １８ ２２１４１５ 消防本 消  消 防 分 団 斑 境 市町村境８分２分 ７ １２１５分 11 ９ １３６分 ４分 １６ ２５２ ２３２１新居見 １８ ２２１４１５ 消防本 消  消 防 分 団 斑 境 市町村境



署

団

（％）

2.17

１２　一般会計当初予算額に対する消防費の比率
(平成２８年４月１日現在)

年度別

区分
消防費予算額

25

2.45323,50724 13,224,000

比　　　　率一般会計予算額

（千円） （千円）

2.3312,527,000 292,364

年度別 （千円） 非常備消防費（円）

16,883,000 3.59605,81327

28 15,427,000 463,751

市民1人当りの消防費

常備消防費 (円）

１３　人 口 １ 人 当 り の 予 算 額

(平成２８年４月１日現在)

3.00

消防費予算額

区分

人口
（人）

9156,178

1,13328 463,751

25

39,358

27 605,813 39,866 6,811 1,072

26 317,666 40,333 6,212

署ポンプ数 ５台

職員数 ３９名

消防団員1人につき

1.16

0.11

7,872
ポンプ1台につき

9.06

2.06

41

（人） （世帯数）

備　　　考

消防職員1人につき

面　　積

（㎢）

440

(平成２８年４月１日現在)

26 14,661,000 317,666

6,359
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92924 323,507 40,876

292,364 40,733

965

団ポンプ数 ２２台

3,432

780

団員数 ４１５名

6,859

１４　消防職団員及び消防車に対する比較

1,789

1,009

95

人　　口 世　帯　数



 

(A）決算額　　（千円） 15,002,301 14,736,386 14,788,957 15,030,076 15,064,680

人件費の構成比率（％） 20.4 20.0 21.5 18.3 20.2

(B）決算額　　（千円） 336,185 353,236 425,651 765,833 502,238

人件費の構成比率（％） 77 80 63 34 54

(C）基準財政需要額 566,056 548,341 553,022 528,552 548,128

基準財政収入額

基準財政需要額

人 口 （ 人 ） 41,204 40,733 40,333 39,866 39,358

１ 人当 り （ 円） 8,159 8,672 10,553 19,210 12,761

世 帯数 （ 世 帯） 16,824 17,076 17,059 17,092 17,162

１世帯当り （円） 19,982 20,686 24,951 44,806 29,265

常 備 消 防 費 （ 千 円 ） 257,761 257,382 258,806 255,062 267,085

非常備消防費（千円） 40,662 50,030 39,682 45,603 43,523

消防施設整備費（千円） 30,512 15,975 22,488 83,713 90,595

防災対策費 （千円） 7,249 29,849 104,675 381,455 119,035

64.4 77.0

0.561 0.539 0.523

消
防
費
に
係
る

各
種
構
成
比
率       B／C　　（％）

      B／A　　（％）

１５　過去５年間の決算額と構成の推移

平成２６年度平成２２年度

消
防
費

一
般
会
計

平成２５年度
年度

摘要

2.92.2 2.4

59.4

消
防
費
の
負
担
状
況

消
防
費
の
内
訳

5.1
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平成２３年度 平成２４年度

市
財
政

力
指
数

0.520

3.3

91.6144.9

0.519

消
防
費



消防職員及び消防団員の訓練礼式に関する規則

消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例

消防吏員被服等貸与規則

消防吏員服制規則

１６　条 例 規 則 整 備 状 況

消防吏員の階級規則

消防職員服務規程

消防本部事務決裁規程

消防公印規程

小松島市防災会議条例

消防本部の組織に関する規則

消防署設置条例

小松島市災害対策本部条例

消防審議会条例

消防署の組織に関する規程

消防本部設置条例
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消防職員の勤務時間に関する規則

消防表彰規程

消防本部消防職員委員会に関する規則

消防救急業務に関する規則

消防警防規程

消防救急業務実施に関する規程

消防救助業務規程

消防団規則

消防団員服制規則

消防団員等の公務災害補償に関する条例

消防団員等の公務災害補償に関する条例施行規則

消防火災調査規程

消防安全管理規程

消防広報規程

消防団条例

第９条の２第１項第２号の規定に基づき身体障害者療護施設に準ずる施設を定める規則

非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する規則

消防分団詰所新改築及び修繕費補助規則

火災予防条例

消防団員等に係る損害補償の支給等に関する規則

消防団員等の公務災害補償に関する条例

第９条の２第１項の規則で定める金額を定める規則

消防団員等の公務災害補償に関する条例

火災予防条例施行規則

小松島市消防長及び消防署長の資格を定める条例

火災予防違反処理規程

火災予防査察規程

消防法施行規則第４条の２の６第１項第９号の規定に基づく防火対象物の点検基準を定める規則

危険物規制の事務手続に関する規則

消防手数料条例



警　　　防



1 1 1 2 2 1 1 1 2 1 13

12 5 4 1 1 23

いすゞ

１　消　防　ポ　ン　プ　配　置　状　況

〃

〃 防災車
軽四輪車

三菱

Ⅱ　型

Ｈ２１

〃 小型動力ポンプ

トラック

Ｈ１０

〃 Ｈ　５防災車

Ｈ　４ 吉谷機械　（Ａ－２）

Ｈ２２ 小川ポンプ（Ａ－１）

トヨタ

Ｈ２３

三菱

〃 救急車
普通四輪車

高規格

〃 救助工作車 Ｈ　９

Ｈ２６

軽四輪車

トラック

トーハツ　（Ｂ－２）

普通四輪車 Ｈ２７

防災活動車 普通四輪車

〃
Ⅰ　型

化学消防自動車
普通四輸車

〃
普通四輪車

消防ポンプ自動車
ＢＤ－１

救急車
高規格

普通四輪車

消防署
はしご付消防ポンプ

自　　　動　　　車 24ｍ梯子
水そう付消防ポンプ

自　　　動　　　車
日野〃

普通四輪車
１－Ａ

三菱

森田　　　（Ａ－２）日野

森田　　　（Ａ－２）Ｈ１６

Ｈ　元

日本機械　（Ａ－２）

大型四輪車

Ｈ２７

消　　防　　団

救

助

資

器

材

搭

載

車

年式

防

災

車

車名

指

令

車

救

急

車

種別

計

普通四輪車 Ｈ２２ シバウラ　（Ｂ－２）消防団本部 救助資器材搭載車

ニッサン

は

し

ご

付

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

化

学

消

防

自

動

車

水

槽

付

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

小

型

動

力

ポ

ン

プ

付

積

載

車

中

型

ト

ラ

ッ

ク

２　消　防　機　械　一　覧　表

所属別

所属別 使用名称

防

災

活

動

車

救

助

工

作

車

水
槽
付
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

消　　防　　署

小

型

動

力

ポ

ン

プ

積

載

車

種別 ポ　　ン　　プ（性能）

〃 中型トラック 日野 Ｈ２５
普通四輪車
トラック
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〃 消防ポンプ自動車
普通四輪車
ＣＤ－１

Ｈ１９〃

〃 指令車

大型四輪車
日野

トヨタ

トヨタ

トヨタ

日野



ポ　　ン　　プ（性能）

消防ポンプ自動車
普通四輪車

ＢＤ－１

Ｈ１５ 日本造機　　　　　（Ａ－２）

年　　式

日本造機　　　　　（Ａ－２）

Ｈ２７ ラビット　　　　　（Ｂ－２）

Ｈ　９トヨタ

日野

第４分団 消防ポンプ自動車

普通四輪車

ＢＤ－１

車　　名

第３分団 消防ポンプ自動車 トヨタ

第２分団

所 属 別 使 用 名 称 種　　別

第１分団

水槽付小型動力

ポンプ付積載車
普通四輪車

日本機械　　　　　（Ａ－２）
普通四輪車

ＢＤ－１
Ｈ　６ニッサン

小川ポンプ　　　　（Ａ－２）

ラビット　　　　　（Ｂ－２）

トヨタ

トヨタ

トヨタ
普通四輪車

森田　　　　　　　（Ａ－２）Ｈ１０

ＢＤ－１
日本機械　　　　　（Ａ－２）Ｈ１２

第７分団 消防ポンプ自動車

消防ポンプ自動車第８分団

普通四輪車

ＢＤ－１

第11分団

第12分団 消防ポンプ自動車

第５分団 消防ポンプ自動車

Ｈ１７
ポンプ付積載車

Ｈ　７
普通四輪車

ＢＤ－１

第６分団 普通四輪車

ニッサン

水槽付小型動力
日野

日本ドライケミカル（Ａ－２）第13分団 消防ポンプ自動車 Ｈ１２

日野
小型動力ポンプ付

積載車
普通四輪車

第９分団 消防ポンプ自動車

普通四輪車

普通四輪車

ＢＤ－１

ラビット　　　　　（Ｂ－２）

Ｈ１３ 日本造機　　　　　（Ａ－２）

Ｈ１４ 日本ドライケミカル（Ａ－２）

トヨタ
ＢＤ－１

Ｈ２６

第16分団
水槽付小型動力

ポンプ付積載車

第14分団 消防ポンプ自動車

第15分団 普通四輪車
小型動力ポンプ

積載車

トヨタ
普通四輪車

ＢＤ－１

第22分団

ニッサン消防ポンプ自動車

普通四輪車

第23分団

普通四輪車
小型動力ポンプ付

積載車

小型動力ポンプ付
積載車

第18分団

水槽付小型動力

第20分団
小型動力ポンプ付

積載車

消防ポンプ自動車

第19分団

第21分団

ポンプ付積載車

普通四輪車

ＣＤ－１

普通四輪車

日本機械　　　　　（Ａ－２）

Ｈ２２ ラビット　　　　　（Ｂ－２）

ラビット　　　　　（Ｂ－２）

Ｈ　８

Ｈ２１普通四輪車 日野

日野

日野

トヨタ

トヨタ

普通四輪車

ＢＤ－１

ラビット　　　　　（Ｂ－２）

日本機械　　　　　（Ａ－２）

ラビット　　　　　（Ｂ－２）

Ｈ２８

ラビット　　　　　（Ｂ－２）Ｈ２３普通四輪車

Ｈ１９

日野

日野

日本機械　　　　　（Ａ－２）
普通四輪車

ＢＤ－１

ラビット　　　　　（Ｂ－２）日野 Ｈ２０

Ｈ　５

Ｈ１７

普通四輪車
ポンプ付積載車
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備考

第25分団 ラビット　　　　　（Ｂ－２）Ｈ２４日野
水槽付小型動力



3－1　警防用資機材

資　機　材　名　称 個　数 資　機　材　名　称 個　数

ジェットシューター　 20 金属製折りたたみ梯子 2

チェーンソー 2 万能おの 1

エンジンカッター 2 鉄線カッター 4

耐熱防火服 4 空気呼吸器 16

救命胴衣 19 防塵マスク 8

化学防護服 4 防毒マスク 7

布水槽（0.５ｔ） 1 発電機 8

布水槽（0.６ｔ） 2 三脚 8

布水槽（1.5ｔ） 3 投光器 9

布水槽（2.5ｔ） 1 コードリール 8

オイルフェンス（20ｍ） 12 野外移動煮炊釜 1

三連梯子 2 緊急給水用濾水器 1

3－2－１　救助用資機材

資　機　材　名　称 個　数 資　機　材　名　称 個　数

かぎ付梯子 2 可燃性ガス酸素濃度測定器 1

三連梯子 1 空気呼吸器 4

空気式救助マット 1 空気ボンベ 42

救助索発射銃 1 防塵マスク 3

救助用縛帯 3 帯電手袋・長靴・ヘルメット 3

油圧ジャッキ 3 救命胴衣 6

油圧スプレッター 2 小児用救命胴衣 6

油圧切断機 2 救命浮環 5

可搬ウインチ 2 スローバッグ 1

マンホール救助器具 1 バスケット型担架 1

マット型空気ジャッキ 3 投光器 4

エンジンカッター 1 携帯拡声器 1

ガス溶断機 1 応急処置用セット 1

チェーンソー 1 発電機 2

鉄線カッター 2 送排風機 1

空気切断機 1 都市型救助資器材一式 1

ハ ン マ ー 1 テント 1

安全マット 1

訓練用人形 1

削　岩　機 1

ハンマードリル 1

３　消防施設器具整備状況
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３－２－２　潜水用資機材

資　機　材　名　称 個数 資　機　材　名　称 個数

マスク 10 水中ライト（エボLED） 2

スノーケル 10 水中ライト（ルーメンX6） 5

潜水用ヘルメット 10 ストロボライト 2

フィン 7 ジャックナイフ 5

ブーツ 14 双眼鏡 2

ドライスーツ 5 アッセンダー（左・右） 2

ウェットスーツ（ワンピース） 4 ロープ５０m・ロープバッグ 2

ウェットスーツ（ツーピース） 8 プルージック 2

フード付きベスト 5 国際信号A旗（セット） 2

ダイブコンピューター 1 マーカーブイ（ペリカンフロート） 9

ダイバーズウォッチ 5 プラスチックブイ（大） 6

BCジャケット 5 プラスチックブイ（小） 4

レギュレーター 5 沈錘　２０kg 6

オクトパスレギュレーター 5 マッシュルームアンカー 12

トラスト３ゲージ 5 フローティング担架 1

潜水用ボンベ 28 バスケット担架（ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ付き） 1

３－２－３　ボート、船外機

資　機　材　名　称 個数

ウレタンボート 浜口ウレタン製　４．５ｍ×１．５ｍ　６人乗り 1

船外機 トーハツ製　４ストローク　１５馬力 1

ゴムボート アキレス製　３．６５ｍ×１．６８ｍ　６人乗り 1

ゴムボート アキレス製　２．８ｍ×１．３２ｍ　５人乗り 2

詳　細
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○ ◯
◯

◯
◯ ◯
◯
◯ ◯
◯ ◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯ ◯
◯ ◯
◯
◯ ◯

◯
◯ ◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯

◯
◯

◯
◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯
◯
◯ ◯

－24－

輸液ポンプ

スミスメディカ

日本光電

ライフスコープＶＳ 日本光電

日本光電他

救急モニター

日本船舶薬品血中酸素飽和度測定器
日本光電携帯型救急モニター

日本メデｲコ
聴　診　器

カプノチェックⅡ8400CK

ＷＥＣ－６００３

吸引器

オムロン他

日本メデｲコ

半自動式除細動器 ＴＥＣ－２５１３ 日本光電
静脈路確保用資器材一式

ラリンゲルチューブ

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡 エアウエイスコープAWS－100 PENTAX

３－３救急資機材保有一覧表

資 器 材 名 救急１号車 救急２号車

VB-32-01-000～005 スミスメディカ
半自動式除細動器 ＴＥＣ－２３１２

型式又は品名 メーカー名

特
定
行
為
関
係

血糖測定資器材一式 アキュチェックコンパクトプラス他 ロシュ他

背板（ＣＰＲボード） ＡＥ－２０－１１－８０

人工呼吸器（パラパック200D)

体  温   計

背板（ＣＰＲボード） ＥＭＲ３６－０００２

自動心マッサージシステム ＬＵＣＡＳ２ フィジオコントロール

レールダルﾗﾘﾝｹﾞｱﾙ対応

ヒートシーラー

レールダル

ＡＥＤデモ器　４台

気管挿管セット ＷＩＢ－９

レールダル他
レスキューベビー　１体

ＦｅｒｎｏＫＥＤ

ＪＭＣ
ｻﾗﾔ株式会社

外傷セット ＥＭＢＳ００－０１１４Ａ

レサシジュニア　１体

スピードボード

リトルアン　６体

レールダル

足踏式手指消毒装置

気道管理トレーナー　２体

ＥＯＧガス滅菌器

レサシアン　３体

日本メデｲコ

レールダル

ﾓﾃﾞﾙ2010,436付き他 日本船舶薬品他

ヤガミ

ﾌｧｰﾉｼﾞｬﾊﾟﾝ

レールダル

日本メデｲコ

ﾌｧｰﾉｼﾞｬﾊﾟﾝ

ＦＳ－３１５

高研

ﾌｧｰﾉｳｲｽﾞﾛｯｸ450他

ｾﾞﾝﾒﾙ５０２

タムラテコ

アネロイド血圧計 ＢＥ－１１－０１－０１

静脈採血注射モデルⅠ型 ＬＭ－０２８ 高研
高度救急シュミレーター　１体 ＬＭ－０５１ＡＢ

日本メデｲコ
高研

日本船舶薬品

陰圧式担架・固定器具 ＥＶＳ９０７５Ｃ 日本光電
陰圧式担架・固定器具 オックスフード

屈折式担架 イーバックチェアー

スクープストレッチャー
酸素ボンベ（　０．３㎥　　） 日本メデｲコ

血中酸素飽和度測定器

日本光電ＯＴ－７７７

日本船舶薬品

固定具 モデル677ペディスリーブ 日本船舶薬品

LSU4000 ﾚｰﾙﾀﾞﾙﾒﾃﾞｨｶﾙ
減圧弁 減圧弁　ＦＬＷ２型他 日本船舶薬品他

日本船舶薬品

酸素ボンベ（  １．５㎥　　）

テルモ

日本メデｲコ
人工呼吸器(ANSWER) ｺｰｹﾝﾒﾃﾞｨｶﾙ

ＥＶＭ０４-００６ＳＮ１

日本船舶薬品

日本船舶薬品
血圧計

９

項

目

関

係
呼

吸

管

理
搬

送

器

具
消
毒
器
材

訓
練
機
材
そ
の
他

エレマーレ血圧計Ｈ55

オゾン水生成機 ＴＴ－15ＭＤＳ ＢＴ－０１

血圧計 デュラショックＤＳ58

酸素吸入装置 モデル301Ｊインハレータ２

頭部固定用具 ＥＭＦ０２－０３０２

頚椎脊椎固定搬送用具
頚部固定器具
バックボード

ＪＡＭＹ（成人用・小児用）各１台

布   担   架 ＡＥ－２０－１３－０８

人工蘇生器 アンブ蘇生バッグ他

スペクトロ２

喉頭鏡セット



局　種 出 力 W 周波数 チャンネル

基地局 ５・１ デジタル 共通波・活動波

卓　上 5 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

可　搬 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

卓　上 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

移動局 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 1 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

こまつしましょうぼう　6 屈折梯子付消防車
こまつしましょうぼう　7 中 型 ト ラ ッ ク

こまつしまきゅうきゅう2 救 急 車
こまつしましょうぼう 20 携 帯

こまつしましょうぼう201

こまつしましょうぼう　1

〃

こまつしましょうぼう　2 救 助 工 作 車

こまつしましょうぼう　4

こまつしましょうぼう　3 タ ン ク 車

ポ ン プ 車

〃
こまつしましょうぼう 22 〃
こまつしましょうぼう 23 〃

こまつしましょうぼう200

　携帯　　１０台

県総合情報通信ネットワークシステム

こまつしましょうぼう103

〃こまつしましょうぼう101

こまつしましょうぼう102

呼出名称

こまつしましょうぼう

設 置 場 所

（２）　デジタル無線機配置状況

こまつしましょうぼう100 〃

こまつしましょうぼう105

─25─

こまつしましょうぼう　9 防 災 車

化 学 車

こまつしましょうぼう 10

防 災 活 動 車こまつしましょうぼう　8

こまつしましょうぼう 11 救助資機材搭載車

こまつしましょうぼう 25

こまつしましょうぼう　5

防 災 車

こまつしまきゅうきゅう1 救 急 車

こまつしましょうぼう 24 〃

〃

こまつしましょうぼう 21

４　消　　防　　通　　信

火災問合せ
２０回線

　車載　署１３台
　車載　団２２台

デジタル無線
移動局　

（１）　通信網

こまつしましょうぼう104

警察直通電話
１回線

　可搬　　　２台

団受令機　２２台

119
１１回線

一般加入電話
３回線

市防災行政無線

〃

デジタル無線
　卓上　　　２台

　卓上　　　４台

〃

アナログ無線
　署活系
　　　　署２７台
　　　　団２５台

指 令 車

〃

備　　考

消 防 署

水 道 庁 舎

〃

消 防 署 

 

（指 令 室） 

水道庁舎 



局　種 出 力 W 周波数

移動局 1 デジタル

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 5 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 新　居　見

〃

こまつしましょうぼう     29 〃 〃

川　　　北

〃 横　　　須

〃 立　　　江

〃 櫛　　　渕

〃 田　　　浦

〃 田　　　野

〃 中　　　郷

〃 中田・江田

〃 赤　　　石

〃 大　　　林

〃 苅　　　屋

〃 和田島　東

〃 田　　　北

〃 大場・目佐

〃 坂　　　野

〃 和田島　西

　署活系無線（アナログ）　消防署２７台　消防団２５台　　

　消防団受令機　　　　　　各消防団詰所２２台

〃 日　開　野

〃

〃

〃

川　　　南

〃 前　　　原

〃 芝　　　生

〃 金　　　磯

こまつしましょうぼうだん 18

こまつしましょうぼうだん 19

こまつしましょうぼうだん 20

こまつしましょうぼうだん 25

こまつしましょうぼうだん 22

こまつしましょうぼうだん 23

こまつしましょうぼうだん 21

備    考チャンネル

〃

呼出名称 設置場所

共通波・活動波 携　　　帯

〃

こまつしましょうぼう     26

こまつしましょうぼう     27

こまつしましょうぼう     28

こまつしましょうぼうだん　1

こまつしましょうぼうだん　2

こまつしましょうぼうだん　3

こまつしましょうぼうだん　4

こまつしましょうぼうだん　5

こまつしましょうぼうだん 12

こまつしましょうぼうだん 13

こまつしましょうぼうだん 14

こまつしましょうぼうだん 15

こまつしましょうぼうだん 16

こまつしましょうぼうだん　6

こまつしましょうぼうだん　7

こまつしましょうぼうだん　8

こまつしましょうぼうだん　9

こまつしましょうぼうだん 11

─26─



吹鳴時間 停止時間 繰返時間

火　　災 ３　秒 ２秒 ７回

山林火災 １０秒 ２秒 ５回

津波警報 ５秒 ６秒 ７回

避難信号 ６０秒 ５秒 ５回

演習召集 １５秒 ６秒 ３回

試　　験 ５秒 － １回

　（３）　サイレン・スピーカーの設置場所

―27―

サイレンの鳴らし方
信号別 サイレン音

　（４）　サイレン消防信号

３秒 

２秒 

7回 

２秒 

１０秒 ５回 

５秒 

６秒 

7回 

３回 

６秒 

１５秒 

６０秒 

５秒 

５回 

５秒 

中田・江田

川北

中郷

日開野

立江

櫛渕

芝生
新居見田浦

和田島西

赤石

目佐・大場大林

苅屋

田北

坂野

和田島東

田野

金磯

前原

横須
川南

大 田川

大
手

海

岸

和
田
島
海
岸

赤石港

横
須
海
岸

新

港

神 田瀬川
勝

浦

川

立
江
川

緑地



５　地区別消防用水利配置状況
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Ｎ

前原

中郷

田浦

新居見

日開野

川南

川北

田野

芝生

横須

金磯

赤石

大林

田北

立江

苅屋

和田島東

和田島西

櫛渕

坂野

目佐・大場

中田・江田

12

2 7

1

9

5

11

3

13

4

6

14

15

18

16
19

21

22

23

20

25

8

78

47
11

8

22
5

5
30

2558

13
60

50
12

43 14

45 5

5

37 9

26 11

37 12

951

35 12

15

4

17

4

32
7

20

0

35 6

63
3

28 12

消火栓

水槽、 プール、 打込み井戸式及び井戸式

数字は所属分団名

42



60㎥以上 40㎥ 20㎥ 10㎥

前 原 11 4 1 16

芝 生 30 3 2 35

金 磯 45 4 1 50

田 浦 28 1 7 3 1 40

田 野 37 4 3 1 1 46  

中 郷 47 4 1 11 6 69

中 田 ・ 江 田 78 6 1 22 9 4 120  

日 開 野 58 21 3 1 83

新 居 見 8 4 1 13

川 北 60 5 7 1 73

横 須 43 1 11 2 57

立 江 37 3 6 1 2 49

櫛 渕 26 1 8 1 1 37

赤 石 32 1 2 1 2 1 39

大 林 51 4 1 3 1 60

苅 屋 20 20

和 田 島 東 63 1 1 1 66

田 北 15 2 2 19

目 佐 ・ 大 場 35 3 3 6 47

坂 野 17 1 1 2 21

和 田 島 西 35 5 1 41

合　　　計 826 2 44 25 4 105 42 15 1,063
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2 62川 南 50 3 11 2 3

６　地区別消防用水利配置状況

区分

地区別

防

　
火

　
水

　
槽

消

　
　
火

　
　
栓

防

火

水

槽

防

火

水

槽

打

込

井

戸

式

井

戸

式

計

(平成２８年４月１日現在）
防

　
火

　
水

　
槽

備
　
　
　
　
考

池

プ

ー

ル



大 雨 1 6 2 6 6 10 11 7 2 51

大 雪 2 2

風 雪 1 1

雷 9 6 3 21 10 21 48 70 36 2 24 12 262

強 風 17 19 21 24 10 6 18 13 5 9 19 19 180

波 浪 15 9 15 17 9 6 35 18 5 4 13 15 161

融 雪

洪 水 1 6 2 6 7 11 8 6 2 49

高 潮 6 2 8

濃 霧 1 7 2 2 3 15

乾 燥 11 21 24 4 8 1 24 9 102

雪 崩

低 温

霜 11 11

着 水

着 雪

津 波

計 57 56 81 80 41 48 123 124 65 39 69 59 842

暴 風 雪

大 雨 8 7 1 2 5 23

洪 水 5 7 1 2 4 19

暴 風 5 5

大 雪

波 浪 5 5

高 潮

津 波

大 津 波

大 雪

計 23 14 2 4 9 52
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注
　
　
意
　
　
報

警
　
　
　
報

lO月 11月1月 計7月 12月4月

（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

5月 6月

７  気象通報発表状況

月別回数

区分
9月2月 3月 8月



(回） (回） (回） (回） (㎜) (m） (℃） (%) (m） (%)

1月 100 70 16 0 43 4.5 7.35 58.6 18 北西 34 西北西

2月 108 45 15 0 21 4.47 7.78 55.8 15 北北西 32 北北西

3月 113 49 25 1 143 3.66 10.5 60.5 19 北西 32 北北東

4月 75 72 33 0 43 3.64 16.2 60.8 15 南 18 北北西

5月 116 57 13 0 42 3.26 21.5 61.1 14 南南西 24 北北西

6月 68 73 39 0 89 3.44 22.8 70.2 13 南南東 44 北

7月 86 56 44 0 310 3.14 25.8 80.7 20 南東 66 東南東

8月 108 62 16 0 188 2.57 27.4 76 13 南南東 47 北北東

9月 81 78 21 0 143 3.1 23.7 70.7 9 北 39 北

10月 138 46 2 0 3 3.84 19.5 56.1 13 北西 32 北

l1月 69 81 30 0 119 3.22 16.5 69.1 13 北西 23 南西

12月 100 70 16 0 264 3.97 11.8 57.6 13 北西 33 北西

計 1,162 759 270 1 1,408

８　　月 別 気 象 状 況

天　　　　　　気

雪

降
 
 
 
雨
 
 
 
量

平均（風速・気温・湿度） 湿　　度

平

　
均

　
風

　
速

平

　
均

　
気

　
温

（平成27年1月1日～平成27年12月31日）
区
分

風速・風向
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月
別

曇

最

大

風

速

の

風

向

最

低

湿

度

の

風

向

備　考

平

　
均

　
湿

　
度

最

　
大

　
風

　
速

したもので、観測時毎の状態を回数で集計したものである。

晴 雨

　天気については、毎日4時間間隔（00時、04時、08時、12時、16時、20時）で6回観測し記録

最

　
低

　
湿

　
度



イ 2 2

口

イ

口

ハ

ニ

イ 3 2 1

口

4 1 1

口 31 18 8 1 2 2

イ 4 3 1

口 5 2 1 1 1

ハ

ニ

7 3 2 1

8

イ

口

10

11

イ

口

イ

口

14

15 9 7 1 1

口 3 2 1

79 53 15 4 2 1 2 2計

―33―

２　中 高 層 防 火 対 象 物 一 覧 表

12

イ

イ

階　　　層

用 途 区 分

計

前各項に該当しない事業所

16

上記以外の複合用途防火対象物

自動車車庫・駐車場
13

飛行機の格納庫

倉庫

途防火対象物

特定防火対象物が存する複合用

12
映画スタジオ・テレビスタジオ

9
イに掲げる以外の公衆浴場

車両の停車場等

神社・寺院・教会等

工場・作業場

6

小中高等学校等

幼稚園・特別支援学校

老人短期入所施設等

老人デイサービスセンター等

5

旅館・ホテル・宿泊所その他これ

病院・診療所・助産所

(平成２８年３月３１日現在）

3
待合・料理店等

飲食店

キャバレ－・ナイトクラブ等

遊技場・ダンスホール
2

劇場・映画館・観覧場

公会堂・集会場
1

8 96 10 114 5 7

1

性風俗関連特殊営業を営む店舗等

2 1

百貨店・マーケット・展示場等

らに類するもの

カラオケボックス・個室ビデオ等

寄宿舎・下宿・共同住宅

図書館・博物館・美術館等

蒸気浴場・熱気浴場

16 13 2

1



予　　　防



イ

口

イ

口

ハ

二

イ

口

4

イ

口

イ

口

ハ

ニ

7

8

イ

口

10

11

イ

口

イ

口

14

15

イ

口

16の2

16の3

17

倉庫

16
特定防火対象物が存する複合用途防火対象物

前各項に該当しない事業所

12

上記以外の複合用途防火対象物

飛行機又は回転翼航空機の格納庫
13
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148

35

1,174

重要文化財・重要民俗資料等

計

地下街

準地下街

神社・寺院・教会等

小中高等学校・中等学校・高等専門学校等 37

図書館・博物館・美術館等

116

工場・作業場

自動車車庫・駐車場

映画スタジオ・テレビスタジオ

2

4

141

4

152

2

12

9

車両の停車場・船舶又は航空機の発着場

11

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

公衆浴場のうち、蒸気浴場・熱気浴場

25

13

21
6

病院・診療所・助産所

老人デイサービスセンター・保育所等

老人短期入所施設・養護老人ホーム福祉施設・知的障害児施設等

幼稚園・特別支援学校

88

旅館・ホテル・宿泊所その他これらに類するもの

寄宿舎・下宿・共同住宅

百貨店・マーケットその他物品販売店舗

5
11

284

19

5

公会堂・集会場

32飲食店

1

待合・料理店等 6
3

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

1

性風俗関連特殊営業を営む店舗等
2

カラオケボックス・個室ビデオ等

遊技場・ダンスホール

１　防 火 対 象 物 一 覧 表

用　　　途　　　区　　　分 防火対象物数

(平成２８年３月３１日現在）

5劇場・映画館・演劇場・観覧場



イ 5 5 5 4 5 1 5

ロ 19 2 13 8 16

イ

ロ 5 2 5 5 5 2 2

ハ

ニ 1 1 1

イ 6 1 4 3 6 2 1

ロ 32 8 18 28 2

4 88 6 3 49 33 81 3 7

ロ 284 2 28 47 3 83 4

イ 25 4 2 13 4 25 7 3

ロ 13 13 13 3 13 6 5 1

ハ 21 12 3 18 2 3

ニ 11 1 1 8 3 8 3 1

7 37 24 1 33 11 19 19 1 1

8

イ

ロ 4 1 2 2

10 2 1

11 12 1 5 2 1

イ 152 17 20 73 4 2 20 5 2

ロ

イ 2 2 1

ロ 4 4 4 1 1

14 141 5 6 41 5 1

15 116 11 1 41 13 44 7 6 1

ロ 35 3 1 8 5 11 5 1

1,174 96 27 32 431 208 2 422 169 47 8
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５　用途別による消防用設備等設置状況

誘

導

灯

避

難

器

具

自

家

発

電

設

備

計

防

火

対

象

物

数

項目

用途区分

9

上記以外の複合用途防火対象物

16

13

12

倉庫

前各項に該当しない事業所

イ
用途防火対象物

工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

蒸気浴場・熱気浴場

特定防火対象物が存する複合

イに掲げる以外の公衆浴場

車両の停車場等

神社・寺院・教会等

白動車車庫・駐車場

飛行機の格納庫

老人デイサービスセンター等

3

図書館・博物館・美術館等

幼稚園・特別支援学校

イ

病院・診療所・助産所

らに類するもの

寄宿舎・下宿・共同住宅

6
老人短期入所施設等

小中高等学校等

待合・料理店等

飲食店

百貨店・マーケット・展示場等

旅館・ホテル・宿泊所その他これ

5

性風俗関連特殊営業を営む店舗等

1

2

劇場・映画館・観覧場

公会堂・集会場

キャバレ－・ナイトクラブ等

カラオケボックス・個室ビデオ等

屋

内

消

火

栓

設

備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

屋

外

消

火

栓

設

備

自

動

火

災

報

知

設

備

遊技場・ダンスホール

148 8 9 2

11 1 10 3

57 34

連

結

送

水

管

(平成２８年３月３１日現在）

99 17 7 1

3 110

非

常

警

報

設

備

動

力

ポ

ン

プ



イ

口

イ

口

ハ

ニ

イ

口

4

口

イ

口

ハ

ニ

7

8

イ

口

10

11

イ

口

イ

口

14

15

口

百貨店・マーケット・展示場等

旅館・ホテル・宿泊所その他これ

らに類するもの
イ

寄宿舎・下宿・共同住宅

老人短期入所施設等

5 5 5

1 1 1

42 41

23 19 15

9 9 9

3

2

1

待合・料理店等

劇場・映画館・観覧場

公会堂・集会場

キャバレ－・ナイトクラブ等

遊技場・ダンスホール

3

カラオケボックス・個室ビデオ等

性風俗関連特殊営業を営む店舗等

飲食店

小中高等学校等

図書館・博物館・美術館等

蒸気浴場・熱気浴場

イに掲げる以外の公衆浴場

5

病院・診療所・助産所

6
老人デイサービスセンター等

幼稚園・特別支援学校

前各項に該当しない事業所

特定防火対象物が存する複合用途

防火対象物

上記以外の複合用途防火対象物

自動車車庫・駐車場

倉庫

飛行機の格納庫

9

車両の停車場等

神社・寺院・教会等

工場・作業場
12

映画スタジオ・テレビスタジオ

13

イ

３　甲種防火対象物防火管理者選任状況

防火管理設置 消防計画届出

5 2 2

13 12 12

(平成２８年３月３１日現在）

用 途 区 分

項　　目

済対象物数義務対象物数
選任届出数

3 3

9 8 8

8 8 7

48

12 12 12

8 8 8

13 13 13

1 1 1

31 30 29

23 19

1 1 1

1 1 1

24

―34―

6 6 5

292 265 249

39 31 31

計

16

3 3 2

23 21 18

2 2 2

4 4 4



イ

口

イ

口

ハ

ニ

イ

口

4

口

イ

口

ハ

ニ

7

8

イ

口

10

11

イ

口

イ

口

14

15

口

４　乙種防火対象物防火管理者選任状況

計

16

用 途 区 分

項　　目

前各項に該当しない事業所

特定防火対象物が存する複合用途

防火対象物

上記以外の複合用途防火対象物

自動車車庫・駐車場

6
老人デイサービスセンター等

幼稚園・特別支援学校

病院・診療所・助産所

飛行機の格納庫
13

倉庫

9

車両の停車場等

神社・寺院・教会等

工場・作業場
12

映画スタジオ・テレビスタジオ

蒸気浴場・熱気浴場

5

2

1
劇場・映画館・観覧場

公会堂・集会場

キャバレ－・ナイトクラブ等

待合・料理店等

2

3

カラオケボックス・個室ビデオ等

遊技場・ダンスホール

1

済対象物数義務対象物数
選任届出数

飲食店

防火管理設置 消防計画届出

性風俗関連特殊営業を営む店舗等

26 3

1

イ

百貨店・マーケット・展示場等

旅館・ホテル・宿泊所その他これ

らに類するもの
イ

寄宿舎・下宿・共同住宅

小中高等学校等

図書館・博物館・美術館等

イに掲げる以外の公衆浴場

老人短期入所施設等

19 14 12

8 2 2

3 3 3

1 1 1

1 1

4 4

1 1 1

(平成２８年３月３１日現在）
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56 40 36

4 4 4

7 6 6

4



イ

口

イ

口

ハ

二

イ

口

4 6 1 1 1 1 1 1

ロ 2 1 1

イ 1 1

口

ハ 1 1

二

7 1 1

8

イ

口

10

11

イ 4 1 1 1 1

口

イ

口

14 1 1

15 4 1 2 1

特定防火対象物が存する複

ロ

23 1 2 3 2 1 2 2 2 3 1 4

44 3 3 4 4 4 4 5 4 4 4 1 4

9

老人デイサービスセンター等

計

12

13

イ
16

図書館・博物館・美術館等

蒸気浴場・熱気浴場

車両の停車場等

小中高等学校等

幼稚園・特別支援学校

3

5

飛行機の格納庫

病院・診療所・助産所

6

イ

寄宿舎・下宿・共同住宅

旅館・ホテル・宿泊所その他これ

飲食店

百貨店・マーケット・展示場等

イに掲げる以外の公衆浴場

工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

自動車車庫・駐車場

神社・寺院・教会等

老人短期入所施設等

待合・料理店等

らに類するもの

６　 建 築 同 意 統 計 状 況

11 12 1 2

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

6 10 374 5
月別

8 9
用途区分

1

計

公会堂・集会場

キャバレ－・ナイトクラブ等

遊技場・ダンスホール
2

劇場・映画館・観覧場

性風俗関連特殊営業を営む店舗等

カラオケボックス・個室ビデオ等

―37―

1

住　　　宅     　等

上記以外の複合用途防火対象物

合用途防火対象物
1

前各項に該当しない事業所

倉庫



21 18 39 39

2 3 5 5

23 21 44 44
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合　　　　　計 56

確　認　申　請

許　可　申　請

計　画　通　知

返　　　　　却

44

12

7　築 造 別 同 意 統 計 状 況

区　　　　　分 件　　　　　数

８　申請別同意事務処理状況

小　　計 不同意

移　　転

修　　繕

区　分 同　　　　意

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

新　　築

増　　築

改　　築

合　　計

そ の 他

申請要旨

模様替え

用途変更

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

総　　計
指導無し 指導有り



件数 件数

40 22

60 2

12

3

24 134

18 52

64 1

213 23

422

187

2

435

―39―

計

消
 
防
 
法
 
関
 
係

計

火
 
災
 
予
 
防
 
条
 
例
 
関
 
係

煙火打ち上げ・仕掛け届

移

送

取

扱

所

給

油

取

扱

所

共同防火管理協議事項届

圧縮アセチレンガス等の貯蔵・取扱届

危険物保安監督者選(解〕任届

消防用設備等着工届

変電・発電・蓄電池設備設置届

水素ガスを充てんする気球の設置届

火災と紛らわしい行為等の届出

33 233 22 2 6128

販
売
取
扱
所

一

般

取

扱

所

取　　　　扱　　　　所

第
一
種

小
　
　
計

９　各　種　届　出　状　況

届　出　の　種　類

防火管理者選(解)任届

消防計画作成(変更〕届

届　出　の　種　類

炉・ボイラー・厨房設備等設置届

防火対象物使用開始届

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

消防用設備等設置届

消防用設備等点検結果報告

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

貯　　　　蔵　　　　所

屋

外

貯

蔵

所

催物開催届

露店等の開設届

道路工事届

少量危険物貯蔵取扱届

少量危険物・指定可燃物廃止届

水道の断水・減水届

１０　危 険 物 施 設 一 覧 表

指定可燃物貯蔵届

112 17

製

造

所

等

の

別

数

総

計

製

造

所

175

小
　
　
計

屋

内

貯

蔵

所

38 63

（平成２８年４月１日現在）

第
二
種

事

業

所

数



2 1 2 5

1 4 2 7

2 1 2 5

1 4 2 7

30 30

1 2 3

1 2 1 1 5

2 5 1 2 14 1 3 28
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18 2 29 1 1514 36危険物保安監督者 105

区分

施設数

危　　　険　　　物　　　施　　　設

8

貯　　　蔵　　　所

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

第
一
種
販
売
取
扱
所

第
二
種
販
売
取
扱
所

（平成２８年４月１日現在）

取　　　扱　　　所

移

送

取

扱

所

小

口

詰

替

専

用

計

一般取扱所
地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

自

家

用

他

取扱所

給　油

そ

の

他

営

業

用

製

造

所

水 圧 検 査

水 張 検 査

１２　危険物保安監督者を必要とする施設数

仮 使 用

完 成 検 査 （ 変 更 ）

軽微な変更工事 に届

仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱

品名・数量の倍数変更届

除 外 届

廃 止 届

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

第
二
種

区分

種別

一

般

取

扱

所

計

給

油

取

扱

所

移

送

取

扱

所

取扱所

１１　危険物関係各種事務処理状況

屋

外

貯

蔵

所

第
一
種

完 成 検 査 （ 設 置 ）

製

造

所

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

変 更 許 可

取　　扱　　所

販　売

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
そ

の

他

貯　　　　蔵　　　　所

設 置 許 可
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１２　危険物保安監督者を必要とする施設数



17 38 33 22 2 15 18 2 28 175

10 8 21 12 1 1 13 66

4 4 3 3 3 6 23

9 5 5 11 2 6 38

3 4 1 2 1 2 3 1 17

2 1 4 1 8

2 1 3

7 7 14

4 1 1 6

15 38 33 21 2 15 18 2 28 172

1
1

2 2
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５ 倍 以 下

合

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

営

業

用

一

般

取

扱

所

第　　　４　　　類

取扱所

混　　　　　　　在

第　　　３　　　類

５０００〃～１００００〃

５倍を超え１０倍以下

計

第　　　６　　　類

１３　倍数及び類別危険物施設状況

取　　　扱　　　所

移

送

取

扱

所

（平成２８年４月１日現在）

第

二

種

販　売

製

造

所

屋

外

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

取扱所

第

一

種

自

家

用

他

給　油

貯　　　　蔵　　　　所

第　　　２　　　類

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

  ２００〃～  １０００〃

  １５０ 〃 ～  ２００〃

１０００〃～  ５０００〃

    １０ 〃 ～    ５０〃

第　　　１　　　類

    ５０ 〃 ～  １００〃

製造所等の区分

項　　目

  １００ 〃 ～  １５０〃



４月 2 52,500 4 24,000 2 10,800 8 87,300

５月 1 52,000 1 19,500 3 36,000 1 6,000 1 5,400 7 118,900

６月 5 30,000 1 5,400 1 350 7 35,750

７月 1 26,000 1 26,000 5 30,000 7 82,000

８月 1 13,000 1 350 2 13,350

９月 1 39,000 1 19,500 4 24,000 4 21,600 10 104,100

10月 1 52,000 2 12,000 5 27,000 11 3,850 1 350 20 95,200

11月 2 52,000 1 26,000 1 5,400 4 21,600 4 1,400 12 106,400

12月 1 13,000 1 13,000 2 10,800 1 350 5 37,150

１月 2 40,000 1 13,000 1 6,500 4 24,000 1 5,400 4 21,600 1 350 14 110,850

２月 2 20,000 2 12,000 4 21,600 1 350 9 53,950

３月 5 27,000 2 700 7 27,700

計 5 183,000 5 110,500 9 163,500 5 62,000 27 162,000 2 10,800 32 172,800 19 6,650 4 1,400 108 872,650

変

更

許

可

金
額

水

圧

検

査

件
数

危　　　険　　　物　　　関　　　係

件
数

件
数

金
額

金
額

件
数

件
数

金
額

完

成

検

査

金
額

件
数

１４　消 防 手 数 料 徴 収 状 況

件
数

金
額

設

置

許

可

金
額

件
数

火

災

そ

の

他

の

証

明

件
数

水

張

検

査

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

金
額

仮

使

用

合

計

検

査

証

明

消

防

用

設

備

等

─
42─

金
額

変

更

完

成

検

査

件
数

仮

取

扱

仮

貯

蔵

金
額

件
数

金
額



婦人防火クラブ

クラブ名称 結成年月日 クラブ員数 組織単位 行　政　区

ひ さ ご 婦 人 消 防 ク ラ ブ S46.11.25 30 地域 中郷町

和田島地区婦人防火クラブ S55.4.1 45 地域 和田島町

少年消防クラブ

クラブ名称 結成年月日 クラブ員数 組織単位 行　政　区

小 松 島 少 年 消 防 ク ラ ブ S55.4.1 66 学校 小松島小学校区

坂 野 少 年 消 防 ク ラ ブ S55.4.1 48 学校 坂野小学校区

幼年消防クラブ

クラブ名称 結成年月日 クラブ員数 組織単位 行　政　区

南 小 松 島 幼 稚 園 S62.12.1 64 幼稚園 南小松島町

小 松 島 幼 稚 園 S62.12.1 11 幼稚園 小松島町

千 代 幼 稚 園 S62.12.1 5 幼稚園 中田町

芝 田 幼 稚 園 S62.12.1 休園中 幼稚園 田野町

こまつしま健祥会認定こども園 H28.4.1 130 認定こども園 小松島町

さ か の 認 定 こ ど も 園 H28.4.1 61 認定こども園 坂野町

花 し ん ば り 子 ど も 園 H28.4.1 140 認定こども園 大林町

泰 地 保 育 所 S61.2.1 68 保育所 中郷町

立 江 保 育 所 S61.2.1 41 保育所 立江町

横 須 保 育 所 S61.2.1 64 保育所 横須町

和 田 島 保 育 所 S61.2.1 16 保育所 和田島町

（平成２８年４月１日現在）

１５　防火クラブ結成状況
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(平成２８年４月１日現在）

分団区域名 自 主 防 災 組 織 名 称 結成年月日

前 原 前 原 地 区 自 主 防 災 会 H19.9.14

芝 生 芝 生 自 主 防 災 会 H16.8.1

金 磯 南 地 区 自 主 防 災 会 H23.6.26

金 磯 町 自 主 防 災 会 H23.7.20

田 浦 田 浦 町 自 主 防 災 会 H16.5.12

田 野 田 野 地 域 防 災 連 絡 協 議 会 H24.4.1

中 郷 中 郷 北 地 区 自 主 防 災 会 H24.11.19

江 田 町 自 主 防 災 会 H17.3.3

中 田 西 自 主 防 災 会 H17.3.14

中 田 東 自 主 防 災 会 H17.5.30

日 開 野 日 開 野 町 西 地 区 自 主 防 災 会 H17.7.1

新 居 見 新 居 見 地 区 自 主 防 災 会 H21.1.17

元 根 井 地 区 自 主 防 災 会 H19.11.1

鳳 栄 町 町 内 会 自 主 防 災 会 H21.4.12

横 須 横 須 町 自 主 防 災 会 H17.7.17

立 江 立 江 自 主 防 災 会 H19.12.2

櫛 渕 櫛 渕 地 区 自 主 防 災 会 H19.9.28

赤 石 第 １ ６ 分 団 地 区 自 主 防 災 会 H18.11.15

大 林 大 林 地 区 自 主 防 災 会 H19.5.19

苅 屋 苅 屋 ・ 和 田 津 開 地 区 自 主 防 災 会 H18.11.17

小松島ニュータウン自治会自主防災会 H16.4.1

春 日 自 主 防 災 会 H18.4.1

田 北 坂 野 町 田 北 地 区 自 主 防 災 会 H18.10.20

目 佐 ・ 大 場 目 佐 ・ 大 場 地 区 自 主 防 災 会 H19.9.21

坂 野 坂 野 自 主 防 災 会 H18.11.1

和 田 島 西 和 田 島 み さ き 自 主 防 災 会 H17.4.9
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１６　自主防災組織結成状況

中 田 ・ 江 田

和 田 島 東

川　　　　　北

金　　　　　磯



火　　　災



7 -5

世　帯 0

0 0

7

計

全　　　損

半　　　損

小　　　損 世　帯 2

0 0

人 0 4 -4

-7,212

アール 550 6

15 -8

損　　　　　　害

死
傷
者

死
者

４８時間

３０　日

傷　　　　者

被
災
世
帯

被  災  人  員 人

世　帯 4 10 -7

世　帯 2 3 -1

人 1 0 1

人 0

6 8 -2

2 -1

1 0

1

-49.71

㎡ 8.65 3.922 4.728

279.62

544

千　　円 21,549 28,761

焼
損
棟
数

焼損床面積

焼損表面積

建
物

林野焼損面積（a）

㎡

棟

部　分　焼

229.91

棟

ぼ　　　や 棟

半　　　焼

1

1

1

3

車　　　両

件

件

0

7

0

2

4 -1

1

4

0

-3

0

-2

8

0

5

5

0

計 棟

全　　　焼 棟

区分

項別

船　　　舶

建　　　物

1

2

林　　　野

単　　　位
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増　　減

（a―ｂ）

15

２7年

（a）

２６年

（b）

15

そ　の　他

火
災
件
数

件

件

件

件

計

１　覚知別件数及び火災の実態

覚知方法 専用電話 警察電話 加入電話 携帯電話 その他 合  計

件　　数 3 0 4 6 2 15



 

建物 5件
林野 1件
車両 2件
その他 7件

２　地区別火災発生状況
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中 田 ・ 江 田 

川 北 

中 郷 

日 開 野 

立 江 

櫛 渕 

芝 生 新 居 見 
田 浦 

和 田 島 西 

赤 石 

目 佐 ・ 大 場 

大 林 

苅 屋 田 北 

坂 野 

和 田 島 東 

田 野 

金 磯 

Ｎ 

前 原 川 南 

車 1 

そ 
1 

横 須 

車 1 

そ 1 

建 1 

建  1 

建 1 

そ 1 

そ  1 

建 1 

そ 1 

建 1 

林 1 

そ 2 



(単位:千円)

1 50 1 50

2 50 2 50

3 0 3 0

1 12 1 12

1 102 1 0 1 0 3 102

1 101 1 101

1 10 1 10

2 21,224 1 0 3 21,224 1

5 21,437 1 0 9 112 15 21,549 1

３　月 別 火 災 発 生 件 数 損 害 額

種別 建   物 車両・船舶・その他 死 傷 者合　　　計林   野

―47―

損害額損害額 件数 損害額

  ９ 月

月別

  ８ 月

１０ 月

１１ 月

件数 損害額

１２ 月

計

  ７ 月

傷

  ５ 月

件数

  ２ 月

死

  ６ 月

件数・損害額

件数

  １ 月

  ４ 月

  ３ 月



3 1 1

1 1

1 1

3 3

1 1 2

1 1 2

1 1

1 1

1 1

1 1 2

1 1

2 1 2 1 1 1 1 6 15

件
数

戸

建

住

宅

共

同

住

宅

建　　　　　　　　　　　　　物

建　　物　　合　　計　　 5　　件

併

用

住

宅

倉

庫

学

校

駅

舎

・

仏

閣

15

納

屋

・

物

置

車

庫

病

院

福

祉

施

設

1 2 　

事

務

所

7

４　用 途 別 火 災 件 数 調

そ

の

他

複
合
用
途
（

非
）

空

家

店

舗

工

場

作

業

場

神

社

用

途

別

複
合
用
途
（

特
）

体

育

館

合

計

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

３　　～　　４

４　　～　　５

５　　～　　６

６　　～　　７

５  火 災 原 因 及 び 発 生 時 間 別 件 数

０　　～　　１

１　　～　　２

２　　～　　３

放

火

ラ

イ

タ

ー

こ

ん

ろ

た

き

火

枯

草

焼

き

火

遊

び

そ

の

他

原因別

不　　　　明

合　　　　計

７　　～　　８

８　　～　　９

２０　～　２１

９　　～　１０

１０　～　１１

１１　～　１２

１２　～　１３

１３　～　１４

１４　～　１５

１５　～　１６

た

ば

こ
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不

明

合

計時間別

電

機

機

器

配

線

器

具

２１　～　２２

２２　～　２３

１６　～　１７

１７　～　１８

１８　～　１９

１９　～　２０

２３　～　２４

溶

接

器

火
の
つ
い
た
ゴ
ミ

焼

却

炉

風

呂

か

ま

ど

ス

ト

ー

ブ

内

燃

機

関



15 2 1 2 1 1 1 1 6

3 1 1 1

1 1

1 1

2 1 1

1 1

7 1 1 1 1 3
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住
宅

店       舗

倉　　　　庫

納屋 ・ 物置

空       家

神 社・仏 閣

体   育   館

複合用途(非)

車       両

林       野

事   務   所

その他の建物

そ   の  他

併用住宅

戸建住宅

車        庫

不

明

焼

却

炉

風

呂

か

ま

ど

ス

ト

ー

ブ

電

機

機

器用途別

共同住宅

火

の

つ

い

た

ゴ

ミ

火

遊

び

総       計

こ

ん

ろ

た

き

火

枯

草

焼

き

合

計

溶

接

器

船       舶

複合用途(特)

病        院

福 祉  施 設

学        校

駅        舎

配

線

器

具

そ

の

他

工場・作業場

６　火元・用途別・原因別火災

た

ば

こ

放
火
（

疑
い
を
含
む
）

ラ

イ

タ

ー

原因別



1 1

1 1

3 1 2

2 1 1

2 1 1

1 1

1 1

1 1

2 1 1

1 1

15 1 3 5 1 2 2 0 1

１３～１４

時　　　間　　　別

　３～　４

１２～１３

　９～１０

　７～　８

　４～　５

１１～１２

　５～　６

　６～　７

時間別

火災回数

　８～　９

１０～１１
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不　　　明

合　　　計

２０～２１

１５～１６

１７～１８

２２～２３

２１～２２

２３～２４

１９～２０

１６～１７

１４～１５

１８～１９

７    週 ・ 時 間 別 火 災 発 生 件 数

　０～　１

　１～　２

　２～　３

回数 木 金 土

週　　　時　　　間　　　別

日水火月 不明



(単位： 千 円)

種別

件数･損害額

年別

平成２３年 5 10,633 1 0 9 2,408 15 13,041

平成２４年 9 36,482 2 0 4 11 36,482

平成２５年 12 11,033 1 509 14 16,628 1 5 27 28,170

平成２６年 8 26,432 1 0 6 2,329 4 15 28,761

平成２７年 5 21,437 1 0 9 112 1 15 21,549

計 39 106,017 4 509 40 21,477 2 13 83 128,003
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合     計

件数 損害額 件数 損害額 件数 損害額 死 傷 件数 損害額

８　　過 去 ５ カ 年 間 火 災 状 況

建　　物 林　　　野 車両・船舶・その他 死 傷 者



救　急　救　助



男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女

1 0 1

3 1 1 2 1 1 1

196 123 84 207 86 65 25 16 12 3 10

20 17 3 20 8 1 6 2 3

20 20 2 22 11 1 9 1

259 120 131 251 67 66 43 55 9 9 1 1 8

9 4 5 9 3 4 1 1

12 3 2 5 1 2 1 1 7

1,056 519 494 1,013 258 285 173 154 77 51 11 4 44

転 院 搬 送 181 96 85 181 17 7 57 54 21 24 1

医 師 搬 送

  資機材輸送

 そ  の  他 28 2 4 6 1 2 3 22

合       計 1,785 905 811 1,716 451 430 315 285 123 87 16 9 93

 新  生  児

 乳  幼  児 49 31 19 50 16 13 13 6 2

 少      年 49 31 21 52 22 17 8 4 1

 成      人 522 310 200 510 189 135 90 56 30 8 1 1

 老      人 1,136 533 571 1,104 224 265 204 219 90 79 15 8

 不      明 29

 合      計 1,785 905 811 1,716 451 430 315 285 123 87 16 9

 専 用 電 話 1,657

 警 察 電 話 54

 加 入 電 話 46

 駆 け 込 み 22

 自 己 覚 知

 無線等その他 6

 合       計 1,785

備考　　年齢区分欄
　　　 新生児とは、生後２８日以内の者をいう。

乳幼児とは、生後２９日以上満７才未満の者をいう。
少　年とは、満７才以上満１８才未満の者をいう。
成　人とは、満１８才以上満６５才未満の者をいう。

　 老　人とは、満６５才以上の者をいう。
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出
場
件
数

傷
病
者

搬
送
件
数

中等症 重症 死亡

傷（症）病程度別 不
 
搬
 
送

労　働　災　害

運　動　競　技

186

20

20

251

１　　救急出場状況（事故種別・職業別・覚知別）

取扱種別

搬送人員
軽症　事故種別

覚知

火　災　事　故

自　然　災　害

年
 
齢
 
区
 
分

覚
　
知
　
別

そ
　
の
　
他

2

一　般　負　傷

加　　　　　害

自　損　行　為

急　　　　　病

　　水　　　　　難　　

交　　　　　通

6

1,692

9

5

1,012

181

1,100

1,692

1,577

49

49

494

5

1,692

備　　　　　　　　　　考
47

43

20



事故種別

地区別

間 新 田 2 18 20

赤 石 4 7 41 17 69

江 田 21 4 25 32 82

大 林 27 12 1 53 3 96

金 磯 6 3 14 2 62 15 102

神 田 瀬 8 30 1 39

櫛 渕 6 1 28 35

小 松 島 2 22 3 3 38 3 129 18 218

坂 野 7 3 10 62 20 102

芝 生 10 1 7 1 1 24 1 45

田 浦 6 9 31 11 57

立 江 16 13 51 5 85

田 野 5 1 7 2 27 1 43

中 田 15 5 1 29 1 103 22 176

豊 浦 0

中 郷 13 15 2 77 2 109

新 居 見 4 8 12

日 開 野 18 1 2 14 1 52 7 95

堀 川 1 4 1 8 14

前 原 6 2 4 12

松 島 1 5 13 10 29

南 小 松 島 5 4 1 13 4 27

横 須 1 8 2 12 18 1 102 11 155

和 田 島 1 4 2 27 1 2 93 29 159

和 田 津 開 1 1 1 3

そ の 他 1 1

合 計 1 0 3 196 20 20 259 9 12 1,056 209 1,785
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一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
病

そ

の

他

合

　
　
計

２　　地区別救急事故発生件数

火

　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
難

交

　
　
通

労

働

災

害

運

動

競

技



事故種別 性別

時間別 年齢別

  ０～  １ 5 3 1 24 1 34 2 4 4 5 8 7 4

  １～  ２ 4 3 32 3 42 6 7 6 4 7 6 6

  ２～  ３ 1 5 1 32 1 40 4 5 7 5 4 5 10

  ３～  ４ 5 29 2 36 5 6 3 7 4 4 7

  ４～  ５ 2 6 1 21 1 31 5 6 3 2 6 4 5

  ５～  ６ 1 6 23 4 34 4 7 1 1 4 7 10

  ６～  ７ 6 8 2 25 2 43 6 7 7 3 5 10 5

  ７～  ８ 1 11 9 55 2 78 13 7 16 10 10 10 12

  ８～  ９ 19 1 1 12 1 51 6 91 8 10 14 15 14 19 11

  ９～１０ 16 2 20 1 68 15 122 20 22 17 15 18 14 16

１０～１１ 8 3 4 15 2 64 25 121 14 18 16 14 21 21 17

１１～１２ 6 1 5 18 57 25 112 15 10 20 17 10 20 20

１２～１３ 18 2 17 1 63 18 119 12 18 22 12 22 17 16

１３～１４ 9 5 15 1 1 51 17 99 11 10 11 14 18 17 18

１４～１５ 1 12 3 3 6 1 45 16 87 8 15 13 14 15 15 7

１５～１６ 13 2 2 13 1 45 17 93 10 17 17 5 15 15 14

１６～１７ 11 4 21 1 1 50 13 101 11 17 13 15 11 21 13

１７～１８ 14 1 21 40 9 85 8 21 10 9 8 16 13

１８～１９ 14 1 12 1 41 15 84 12 8 14 8 11 14 17

１９～２０ 1 1 6 10 61 5 84 12 10 5 15 18 10 14

２０～２１ 6 16 45 2 69 12 10 11 10 9 7 10

２１～２２ 7 13 1 48 7 76 14 5 16 9 12 7 13

２２～２３ 6 4 2 1 49 2 64 7 8 6 9 11 13 10

２３～２４ 1 1 37 1 40 7 5 4 8 10 5 1

合　　　計 1 0 3 196 20 20 259 9 12 1056 209 1785 226 253 256 226 271 284 269

３　事故発生時間状況（事故種別・曜日別）

火

　
　
災

自
然
災

害

水

　
　
難

交

　
　
通

労
働
災

害

急

　
　
病

そ

の

他

合

　
　
計

事故種別発生時間表

２１～３０

運
動
競

技

一
般
負

傷

加

　
　
害

自
損
行

為

週　時　間　表

日 月 火 水 木 金 土 計

年　令　性　別　表

35 87

21 61

男

40

51

43

52

319 524

28 71

267

231

46

４　年令性別状況

８１才以上

年齢不明

合   計

３１～４０

128

―
54―

811 1,716

171 402

33 86

82

０～１０

１１～２０

39 90

148

205

女

905

６１～７０

７１～８０

119

４１～５０

５１～６０

53



1 23 5 27 1 3 146 12 218

36 8 44 131 27 246

28 1 2 41 2 1 144 25 244

32 3 3 32 2 122 21 215

1 33 3 1 29 1 1 161 30 260

31 4 5 40 1 154 41 276

24 1 6 38 2 155 31 257

2 207 20 22 251 9 5 1,013 187 1,716

26 2 15 2 104 20 169

1 17 1 2 18 1 1 84 12 137

14 1 1 22 1 1 87 19 146

22 3 1 17 85 18 146

24 1 25 64 15 129

8 3 1 14 1 74 15 116

20 2 18 90 21 151

9 2 4 24 1 1 103 12 156

29 3 24 1 1 72 13 143

12 5 2 22 2 78 12 133

14 5 25 1 85 15 145

1 12 2 1 27 87 15 145

９月

１０月

１１月

１２月

―
55―

金

１月

月
　
　
　
　
　
別

曜
　
　
日
　
　
別

６月

土

２月

木

３月

水

８月

急　　病自損行為

７月

４月

５月

計

火　　災

日

事故種別

自然災害 交　　通

月

一般負傷水　　難

区分

火

５　搬送人員状況（曜日別・月別）

加　　害 その他運動競技 計労働災害



派　遣 派　遣 派　遣
職員数 職員数 職員数

6 66 17 1 14 2 7 80 19

8 42 19 2 63 5 10 105 24

12 77 26 1 15 3 13 92 29

12 75 27 0 0 0 12 75 27

8 55 18 1 15 3 9 70 21

10

2

5

6

29水 難 事 故

風水害等自然災害

28

1

3

7

3

1

4

1
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2

1183151

15

合 計 1119

そ の 他 の 事 故 25

６　　年別応急手当普及啓発活動状況

区分

事故種別

出動件数

平成２４年

出動人員

その他の講習

受講人員

年別

平成２３年

受講人員

救助人員

平成２６年

講習回数 講習回数

3

11

破 裂 事 故

活動件数 活動人員

50

火 災

交 通 事 故

2

4

機械による事故

建物等による事故

ガス及び酸欠事故

59

区分

受講人員

平成２５年

７　　救　助　出　動　状　況

普通救命講習 合　　　　計

講習回数

49

平成２７年



年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

出 動 件 数 １０ １４ ２１ ２２ １９

救 助 人 員 ８ ９ ９ ２２ １１

８　　１０年間の出動件数及び搬送人員

９　　５年間の救助活動状況
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1,654  1,627  
1,574  1,603  1,615  

1,803  
1,682  

1,804  

1,699  
1,785  

1,566  1,604  
1,517  1,534  

1,530  

1,747  
1,615  

1,731  

1,621  
1,716  

0  

200  

400  

600  
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消  防  団



実員 実員

17 19

19 19

20 20

20 18

20 17

20 19

13 18

18 18

18 15

17 15

18 20

1 2 22 22 44 44 308

1 2 22 22 44 45 279 415

大 和 秀 幸

高 木 雄 一

山 城 正 彦

計

新 居 見

成 川 和 夫

実　　　　　員

宮 田 正 美

堀 川 芳 啓

吉 川 文 明

第２２分団

第２３分団

(平成２８年４月１日現在)

第２１分団

川 北

目 佐 ・ 大 場

定　　　　　員

田 北

第２５分団

第１９分団

第２０分団

坂 野

仁 木 博 史

分 団 名

第１３分団

第１４分団

第１５分団

赤 石

苅 屋

第１６分団

第１８分団

舩 越 康 博

大 林

地　　区

横 須

立 江

櫛 渕

分団長名

森 本 政 次

柏 田 善 雄

山 田 祐 司

分団長名

井内 美樹也

尾 山 功 一

英 充 明

大 木 茂 樹

山 川 伸 治

森 井 裕 志

土 橋 正 美

北 野 彰

内 藤 洋 一

第　１分団

分 団 名

第　２分団

第　３分団

日 開 野

地　　区

川 南

前 原

中 田 ・ 江 田

芝 生

金 磯

田 浦

田 野

中 郷

第　９分団

第１１分団

第１２分団

第　４分団

第　５分団

第　６分団

第　７分団

第　８分団

和 田 島 東

和 田 島 西

福 井 芳 宏

１　消　防　団　設　置　状　況

団 本 部

団　　長　　　窪　田　賴　明

(平成２８年４月１日現在)

副 団 長　    森　新　次　郎・日　下　直　樹
団本部付
女性団員

実員　　１4
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団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

443

定　員・実　員

２　消 防 団 員 の 定 員 及 び 実 員

階　級　別



団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

区分 支給単位 金額

出動 １回 2,500円

訓練 １回 1,200円

1 21 22

1人当り平均受給額 0

５　消　防　団　員　退　職　者　数

勤続　５年未満 勤続５年以上(退職報償該当) 計

消防長の指揮により訓練及び研修に従事した者に支給する。

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

４　消防団員等公務災害補償受給状況

人　　　　　　　　員 金　　　　額（千円）

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

団員　　　０ 協力者　　０ 計　　　０ 0

15,000円

災害予防のため出動を命ぜられ,警戒業務に従事した者に支
警戒 １回 1,200円

給する。
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(費用弁償)

(報　酬）

３　消防団員報酬及び費用弁償額

階　級　別

報　酬　額

（年）
75,000円 60,000円 42,000円 30,000円

(平成２８年４月１日現在)

摘　　　　　　　　　　　　要

災害現場で業務に従事した者に支給する。

24,000円 21,000円



千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

人　　　　数 金　　　　　額

―60―

434

7,587

２７年度１名当り平均受給額

17.8

海　野　政　雄
自　昭和２６.  ９.２２

初　　　　　代

二　　　　　代
至　昭和２７.１０.２５

八　　　　　代

自　平成１５.　６.　１

窪　田　賴　明
至　 　　  　 現　　在

荒　木　敏　雄

自　昭和３８.　２.１８
至　昭和５６.　５.１９

自　平成　４.１２.１８
至　平成　７.　３.　６

自　昭和５９.１２.１８

自　昭和５６.　５.２０

十三　　　　代
自　平成２５.　３.　１

自　平成１８.　３.　１

十　　　　　代
自　平成　７.　３.　７
至　平成１５．５．３１

至　平成１８．１．１６

至　平成２５.　２.２８
十二　　　　代

年間平均

計 89

自　昭和２２.  ９.　７

至　昭和５９.１１.２４

６　消防団員退職報償金受給状況

五　　　　　代
自　昭和３４.　１.２６
至　昭和３８.　２.１７

浜　 　 誠一郎

四　　　　　代

至　昭和２６.  １.１５

自　昭和３０.　１.２５
至　昭和３４.　１.２５

朔　　　哲　雄

(過去5カ年の状況)

７　歴　代　消　防　団　長　名

8,675

庄　野　祐　吉

人員・金額

年別

37,934

六　　　　　代

吉　田　　　茂

松　宮　正　昭

平　瀬　　　基

三　　　　　代
自　昭和２７.１０.２６
至　昭和３０.　１.２４

十一　　　　代

小　林　甚四郎

伴　　　　　弘

至　平成　４.１２.１７

七　　　　　代

九　　　　　代

川　田　道　夫

松　冨　健　次

9,123

6,68217平成２３年度

6,72216平成２５年度

6,73215平成２４年度

平成２６年度 20

平成２７年度 21



区分

分団名
件数 人員 放水 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

団　本　部 10 24 0 7 21 0 0 3 7 52

第　１分団 6 65 5 4 16 0 0 4 19 100

第　２分団 3 42 3 3 15 0 0 4 18 75

第　３分団 7 99 6 3 13 0 0 4 25 137

第　４分団 6 72 4 3 16 0 0 4 20 108

第　５分団 3 37 2 3 15 0 0 4 24 76

第　６分団 6 83 5 3 12 1 20 4 22 137

第　７分団 4 31 3 3 15 0 0 4 19 65

第　８分団 3 42 3 3 15 0 0 4 21 78

第　９分団 6 85 5 3 12 0 0 4 24 121

第１１分団 2 28 3 3 11 0 0 4 23 62

第１２分団 1 45 3 3 21 3 58 4 24 148

第１３分団 5 63 0 4 19 1 20 4 21 123

第１４分団 2 27 2 3 12 1 19 4 23 81

第１５分団 0 0 0 3 11 2 40 4 24 75

第１６分団 1 3 0 3 11 2 36 4 21 10 71

第１８分団 1 15 1 3 12 0 0 4 23 8 50

第１９分団 0 0 0 3 13 0 0 4 23 7 36

第２０分団 1 9 4 62 0 0 4 20 9 91

第２１分団 0 0 0 3 19 0 0 4 22 7 41

第２２分団 0 0 0 3 18 0 0 4 21 7 39

第２３分団 0 2 0 3 11 0 0 4 21 7 34

第２５分団 1 16 1 4 62 0 0 4 20 9 98

計 68 788 46 77 432 10 193 91 485 64 1,898
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８　　　分　団　別　出　動　放　水　状　況

火 災 出 動 水 防 出 動 警 戒 出 動 訓 練 出 動 計

(平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）



在職年数別
５年以上 １０年以上 １５年以上 ２０年以上 ２５年以上

計 ５年未満

分団名 １０年未満 １５年未満 ２０年未満 ２５年未満 ３０年未満

団　本　部 17 1 8 5 0 0 0 3

第　１分団 17 5 4 5 2 1 0 0

第　２分団 19 2 3 7 4 3 0 0

第　３分団 20 8 6 1 2 3 0 0

第　４分団 20 4 3 7 1 3 2

第　５分団 20 4 7 8 1 0 0 0

第　６分団 20 5 4 5 2 3 1 0

第　７分団 13 3 2 2 1 1 2 2

第　８分団 18 1 4 5 6 2 0 0

第　９分団 18 5 3 4 3 1 1 1

第１１分団 17 2 4 2 6 0 2 1

第１２分団 18 4 4 2 5 0 1 2

第１３分団 19 4 7 1 3 2 1 1

第１４分団 19 3 1 1 1 8 2 3

第１５分団 20 6 4 5 4 1 0 0

第１６分団 18 2 4 6 2 4 0 0

第１８分団 17 2 2 0 2 5 3 3

第１９分団 19 3 1 9 4 1 0 1

第２０分団 18 1 3 2 8 4 0 0

第２１分団 18 1 3 6 4 3 0 1

第２２分団 15 4 6 2 1 1 1 0

第２３分団 15 2 0 2 7 4 0 0

第２５分団 20 7 2 5 2 3 1 0

合　　計 415 79 85 92 71 53 15 20

　　　平均在職年数 　12.8年
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９　　在 職 年 数 別 消 防 団 員 数

(平成２８年４月１日現在）

３０年以上



区分

年齢別
18 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 歳 1 0 0 0 0 0 0 0 1

20 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 歳 3 0 0 0 0 0 0 0 3

22 歳 2 0 0 0 0 0 0 0 2

23 歳 4 0 0 0 0 0 0 0 4

24 歳 2 3 0 0 0 0 0 0 2

25 歳 4 3 0 0 0 0 0 1 3

26 歳 7 1 0 0 0 0 0 0 7

27 歳 5 2 0 0 0 0 0 0 5

28 歳 8 0 0 0 0 0 0 0 8

29 歳 12 2 0 0 0 0 0 0 12

30 歳 6 0 0 0 0 0 0 0 6

31 歳 9 1 0 0 0 0 1 1 7

32 歳 14 1 0 0 0 0 0 0 14

33 歳 11 2 0 0 0 0 3 0 8

34 歳 17 0 0 0 0 0 0 0 17

35 歳 16 2 0 0 0 0 0 4 12

36 歳 25 1 0 0 0 0 1 3 21

37 歳 15 0 0 0 0 0 1 2 12

38 歳 15 0 0 0 0 0 1 1 13

39 歳 20 0 0 0 0 1 1 2 16

40 歳 24 0 0 0 1 0 3 5 15

41 歳 19 0 0 0 0 0 2 3 14

42 歳 14 0 0 0 0 1 2 4 7

43 歳 15 1 0 0 1 2 3 0 9

44 歳 17 1 0 0 0 1 3 1 12

45 歳 15 0 0 0 1 1 3 0 10

46 歳 6 0 0 0 0 0 1 1 4

47 歳 13 1 0 0 4 0 2 4 3

 48 歳 20 0 0 0 1 1 3 2 13

49 歳 16 0 1 1 2 4 4 4

50 歳 10 0 0 2 3 1 2 2

51 歳 5 0 0 0 3 1 0 1

52 歳 7 0 0 0 2 2 0 3

53 歳 9 0 0 2 2 1 0 4

54 歳 4 0 0 1 0 1 1 1

55 歳 8 0 0 2 0 2 2 2

56 歳 4 0 0 1 1 1 0 1

57 歳 3 0 0 0 1 0 1 1

58 歳 4 1 0 1 0 1 1 0

59 歳 1 0 0 0 1 0 0

60 歳 1 0 0 1 0 0 0 0

61 歳以上 4 0 1 3 0 0 0 0

合   計 415 16 1 2 22 22 44 45 279

１０　　年齢別・階級別消防団員数

小計 団　 長 副 団 長 分 団 長

(平成２８年４月１日現在）
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団   員
うち女性

平  均  年  齢 40.1歳

副分団長 部   長 班　長


